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ごあいさつ

　いつもミガロ. 製品をご愛用いただき誠にありがとうございます。
　
　「ミガロ. 製品をご利用中の技術者の皆様に、日々の開発に少しでもお役にたつような技術情報をご提供
したい」という思いから 2008 年に創刊した『Migaro.Technical Report』は、このたび第 9 号を無事に発
刊する運びとなりました。これもひとえに、ご多忙中にもかかわらず『Migaro.Technical Award（お客様
論文）』にご寄稿いただいた多くのお客様、ならびに『Migaro.Technical Report』に対して貴重なご意見・
ご要望をお寄せ下さった皆様のご支援の賜物と、心より感謝をしております。

　最近、AI や IoT などの話題が盛んにニュースを賑わしています。これらの IT 技術は、研究段階を経て
実用・普及の段階を迎えたと考えられます。弊社でも最先端の IT 技術を容易にご利用いただくために、
IoT 機能を強化した「Delphi/400 10 Seattle」を今年 7 月にリリースいたしました。ほかにも、マルチデバ
イス開発機能の強化、新データベースエンジン FireDAC 対応、Windows10 対応など、多くの改善を盛り
込んだバージョンになっています。その機能の一端は本誌でも紹介していますので、ぜひご覧ください。

　さて、今回の『Migaro.Technical Report』も従来と同様に、第 1 部は「Migaro.Technical Award 2016 
お客様受賞論文」、第 2 部は「ミガロ. SE 論文」の 2 部構成としています。

　第 1 部の「Migaro.Technical Award」とは、日々アプリケーションの開発・保守に携わるエンジニアの方々
の努力と創意工夫の成果を顕彰することを目的とし、「Delphi/400」「SP4i」「Business4Mobile」などの弊
社製品をご利用中のユーザー様を対象に実践レポート（論文）を公募し、厳正な審査・選考のうえ表彰す
る制度です。昨年に引き続き、従来のお客様論文に当たる「部門 1」と、「業務課題を解決した開発技術・
テクニック」を簡潔にまとめていただく「部門 2」の 2 部門構成といたしました。

　今回のお客様論文は、「IBM i プログラム資産を Delphi/400 で見える化しアジャイル開発を実現した事例」
や「5250 画面プログラムに Windows のような操作性を追加した事例」など、創意工夫にあふれる論文を
多数ご寄稿いただきました。

　第 2 部「ミガロ. SE 論文」では、弊社 SE による技術論文を掲載しております。今回は、「iOS モバイル
アプリケーションの開発テクニック」や「Beacon 技術による IoT の活用」など、さまざまなテクニックを
開発に活かしていただくための技術情報をご紹介しております。
　本レポートが少しでも皆様の開発・保守のお役に立てば幸いです。

　最後に、『Migaro.Technical Report』第 9 号を発刊するにあたりまして、多くのお客様・パートナー様
にご支援、ご協力をいただきましたことを、この場をお借りして、あらためて厚く御礼を申し上げます。

　2016 年秋
株式会社ミガロ.
代表取締役社長

上甲 將隆

MIGARO.
TECHNICAL

REPORT
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開発の経緯
日本調理機は 1993 年に AS/400 を基

幹システムとして導入し、現在の IBM i
に至るまで利用し続けている。

業務に合わせたシステム開発は内製
で行っている。総合機器メーカーである
ことから、必要な業務アプリケーション
の種類が多く、システムの構造化を進め
ていたが、長年の開発・改修によりシス
テムが肥大化。影響調査にかかる工数が
増大していった。

システムの構造化は、プログラムをカ
プセル化して個々の品質を保つのに重要
ではあるが、同時にシステム全体の把握
が困難になるというジレンマが付きまと
う。結果的に、大規模なシステム改修が
難しくなるという悪循環に陥っていた。

その後、Delphi/400 XE を 2011 年に
導入。データのエントリーはキーボード
のみで操作できる利点などから、5250
エミュレータを継続して使用していた
が、参照・印刷などのアプリケーション
は、表現力の高い Delphi/400 で作成す

ることが増えてきた。RPG、CL に加え、
Delphi の習得が必須になったことで、
開発者の育成にこれまで以上に時間がか
かるようになる。

また一定の技術力を習得しても、シス
テム全体の把握にはさらに多くの期間が
必要であり、そのためシステムの現状を
記した仕様書などの文書を並行して管理
するのに、時間と手間がかかりすぎてい
た。

そこで既存のシステムを見える化し、
少人数で高効率なアジャイル開発向けの
システムにシフトしていくことが課題に
なった。RPG、CL、Delphi/400 という
自社にとって使い慣れた技術の組み合わ
せで、開発・管理しやすい環境を構築し
ていくことを決めた。

前提
5250 のメニュー画面は、自社独自の

構成になっている。【図 1】
使用言語は RPG と CL であるが、RPG

Ⅲと RPG Ⅳが混在している。RPG Ⅳの

特記事項として、サービスプログラムの
バインドを行っている点と、一部がフ
リーフォームで書かれている点がある。

解決したい既知の問題点
・ 構造化されたシステムの全体像を把握

するのに時間がかかり、大規模な改修
が容易に行えない。問題が発生した際
にも、調査に時間がかかる場合が多
かった。

・ 影響調査の際に、FNDSTRPDM の
検索結果を元にしていたが、余計な検
索結果が多く、精査に無駄な時間がか
かっていた。見落としなどのヒューマ
ンエラーも起こりやすい状況であっ
た。

・ 物理ファイルに新規のフィールドを追
加したいが、時間がかかるので、新た
に物理ファイルを作成するケースが
多かった。結果的にデータベースの正
規化が正しく行えず、システムがより

Migaro.Technical Award 2016
最優秀賞

部門 1

IBM iの見える化で実現するアジャイル開発
―IBM iユーザーにありがちな困りごとを、RPGとDelphiで解決する

吉岡 延泰 様
日本調理機株式会社
情報システム部
主任

日本調理機株式会社
http://www.nitcho.co.jp/

心と体の健全な発育をサポートする
学校給食、治癒意欲を促すおいしい
病院食、心身をリフレッシュさせて
生産性を高める社員食堂など、日本
調理機はフードサービス産業を支え
る総合厨房機器メーカーとして、革
新的なキッチンづくりと快適な作業
環境を追求している。
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（5）一括コンパイル
RPG や CL のプログラムを、一括で

連続してコンパイルできる。処理リスト
は、（4）のダウンロードデータを使える。
ソースの一部を【図 10】に示す。コン
パイルの成功・失敗の結果の一覧を取得
することもできる。

（ そ の 他 1） メ ニ ュ ー の 検 索・ 展 開
（Delphi）

メニューのツリー展開表示・検索プロ
グラム（Delphi）を作成した。ユーザー
からの問い合わせ時に、対象のプログラ
ムがどこのメニューから呼び出されたも
のかをすぐに見つけられる。

（その他 2）ソース検索結果のダウンロー
ド

FNDSTRPRM の検索結果を、各ツー
ルの処理リストなどに使いたい場合があ
るため、検索結果をダウンロードできる
ようにした。

（その他 3）従属論理ファイル調査プロ
グラム

事前調査で従属論理ファイルリスト
の調査が必要だったが、定期的なシステ
ム全体のメンテナンスにも利用できる。

（その他 4）ソースとオブジェクトの整
合性調査・一括棚卸し

事前調査でも必要になるが、システム
全体のメンテナンスにも使用できる。定
期的に実施することで、ソースやオブ
ジェクトの棚卸しが簡単にできる。

実際には、（2）〜（5）以外のツール
は事前調査の時点で有効なものである。

アジャイル開発向け 
システム構築のポイント

システム自体は、既知の技術の組み合
わせであり、共通のロジックの多い構成
にしたので、開発期間はさほどかからな
かった（1 人月程度）。

重要なのは開発よりも、事前調査とシ
ステムの整備がしっかりできるかどうか
である。想定外の部分があれば当然、解
析結果から漏れてしまう。既存のシステ
ム全体をよく理解した技術者の元で、シ
ステムがどのような技術を使い、どのよ

ブラリ管理ファイルから一括で処理リス
トにセットできるが、CSV ファイルか
ら処理リストをエントリーすることもで
きる。ソースの一部を【図 6】に示す。

（2）クローラー
PRG や CL のソースを解析し、構成

情報を収集するプログラム（以下、クロー
ラー）は、処理リストを元に、各オブジェ
クトの親子関係（呼び出し元プログラム
＝親、呼び出されるファイルやプログラ
ム＝子）を、ツリー構造のファイル（以
下、ツリーファイル）に書き出す。

その際、オブジェクト名テーブルを参
照して情報を付与する（前提として、オ
ブジェクトとソースが同一ライブラリ内
にセットで存在していること）。ソース
の一部を【図 7】に示す。

処理リストは 5250 画面から 1 件ずつ
入力・削除できるが、一括エントリーの
3 つの方法を以下のように用意した。

1.　 現行のメニューにあるすべてのプロ
グラム

2.　 FNDSTRPDM のコピー結果
3.　 CSV ファイル（ツリーファイルの全

更新 or 差分更新は、処理リストの
エントリー方法で使い分ける）

（3）構造の把握（Delphi）
ツリーファイルに集められたシステ

ムの構造データは、ツリーの展開表示プ
ログラムで、各オブジェクトの親子関係
を簡単に展開して把握できる。展開した
いプログラム名称は、クローラーの処理
リストやメニューファイルから選択した
り、一度展開してから一部分だけを選択
して展開することもできる。概要を【図
8】に示す。

（4）構造の検索・リスト化（Delphi）
影響調査の際には、ファイルを使用し

ている親プログラムや、子プログラムに
対する親プログラムの一覧を調べること
が多い。ツリーファイル内を検索してリ
スト化するプログラムを使用すること
で、すぐに影響調査の結果をダウンロー
ドできる。データは、改修にあたるメン
バー間で使う資料にそのまま使用でき
る。イメージを【図 9】に示す。

複雑になるという悪循環を招いてい
た。

・ 使われていないオブジェクト、ソース
メンバーを整理（棚卸し）したいが、
量が膨大（約 2 万件）であるため、精
査できずにいた。

事前調査
システムの構造をプログラムで解析

する場合、ある程度のルールに則ってシ
ステムが構成されている必要がある。

たとえば自社内には、「論理ファイル
の作成場所は物理ファイルと同じライブ
ラリにする」というルールや、「別のラ
イブラリに同名のファイルを作成する場
合、フィールドの構成などをまったく同
じに保つ」「QDDSSRC メンバーとオブ
ジェクトは、必ず同じライブラリ内に置
く」などのルールがある。

しかし長年運用されてきたシステム
であるため、例外が存在していないかを
事前に調査・精査する必要があった。ま
たサインオンユーザー、ライブラリとも
に、現行のデータを扱うものと、過去デー
タ用のものが存在するので、それぞれの
管理ファイル【図 2】を作成し、調査結
果をエントリーした。

アジャイル開発向け 
システムの構成と要素

使用するのは開発者であることから、
使いやすさよりも短期間での構築に重き
を置き、汎用性の高い 2 つのプログラム

（Delphi）を、各ツールで利用できるよ
うにした。【図 3】はファイル内容の xls
ダウンロード、【図 4】は CSV からのアッ
プロードを示している。

システムは、以下に示す（1）〜（5）
の影響調査から一括コンパイルまでを行
う一連のツール類と、補助的にさまざま
な用途に使用できる（その他 1）〜（そ
の他 4）のツール類で構成した。
（1）〜（5）の概要を【図 5】に示す。

（1）オブジェクト情報出力
処理リストのライブラリ名を対象に、

オブジェクト情報を収集する（オブジェ
クト名テーブルファイルへの書き出し）。
現行のデータがあるライブラリは、ライ
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図4
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化を実現するのは難しいが、Delphi/400
のグラフィカルなインターフェースや、
高速で動作する SQL が扱える Query コ
ンポーネントを活用すれば、短期間で十
分使えるツールが開発できるとわかっ
た。

システムがパンドラの箱になる前に、
システム全体の健全さを保ちながら、効
率よく開発できる環境を作っておくこと
は大切だと考える。

 M

うな構成になっているのかを確認しなが
ら構築することが重要である。

Delphi/400 は、各ツールの処理間を
CSV ファイルでやり取りできるように
した汎用性・利便性と、ツリー構造の表
示・展開など感覚的に理解できる GUI
を備えたアプリケーションを短期間で実
装できる点で効果を発揮した。

効果
長年の懸案であった問題点が解決さ

れ、システムの見える化と時間の大幅な
短縮に成功した。

とくに物理ファイルへのフィールド
追加に関しては、物理ファイル・論理ファ
イルのコンパイルなどの作業は手動で行
う必要があるものの、調査から関連プロ
グラムのコンパイルと確認までを 30 分
程度で行えるようになり、限られた時間
の中でもシステム全体をシンプルに最適
化しながら開発を進めていけるように
なった。

今後の展望と課題
ツリー表示は子から親への逆展開も

できる。この結果は、システム改修の影
響を受けるユーザーへの一括メール連絡
や、プログラムの一括停止にも活用でき
る。

現在は定期的に各ツールを使用して
メンテナンスしているが、バッチ処理に
してスケジューリング化すれば自動化で
きる。

課 題 と し て は、 今 後 増 え て い く
Delphi のアプリケーションへの対応が
ある。Delphi のソースファイル用のク
ローラーを別に作成するか、Delphi の
アプリケーション自身が使用しているオ
ブジェクトのリソース名をツリーファイ
ルに書き出すようにすれば、RPG や CL
等と同様に管理できるようになるはず
だ。

総評
IBM i はさまざまな企業で長年使用さ

れる、堅牢性に優れたサーバーであるが、
長く使用しているとそれに比例してシス
テムの複雑さを増していく。

RPG や CL だけでシステムの見える
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図5
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図6
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図7
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図8
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図8-2
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図8-3
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1.はじめに
当社は 1931 年創立、1949 年設立の会

社である。今日まで多くのお客様に支え
られ、2016 年に創立 85 周年を迎えた。
創立以来、カスタマーファースト（お客
様第一主義）を貫き、お客様のニーズに
合わせたパッケージングプラントを、
ターンキー（すぐに稼働できる状態）で
提供するビジネスを主体としている。ま
た最近では、再生医療分野にも進出して
いる。

当社のホスト・コンピュータの変遷
は、1972 年に S/32 を導入したことから
始まる。その後、各種モデルを経て、現
在のPureFlex System導入に至る。【図1】

その間、多くの基幹システムをキー
ボード操作入力（以下、CUI）主体の
5250 画面（以下、5250）で自社開発し
てきた。

近年における当社の基幹システムは、
主に Delphi および Delphi/400 で構築
しているが、膨大な旧資産の関係上、現
在も多くの基幹システムが 5250 で稼働

している。それに加え、今後も運用・開
発面で 5250 を利用し続けることになる。

【図 2】

2.�5250の「操作性」�
評価

現在のインターフェースは、マウス操
作入力（以下、GUI）とタッチ操作入力

（以下、NUI）が主流である。
そこで、当社のエンドユーザー部門お

よびシステム部門のメンバー（以下、
5250 利用者）の協力のもと、5250 の「操
作性」に関してアンケートを実施した。

IBM i は、一般にユーザー評価が非常
に高い（『日経コンピューター』　顧客満
足度調査　ミッドレンジサーバー部門　
18 年連続 1 位）。しかし、当社の 5250
利用者における「操作性」評価の結果と
は反比例することがわかった。【図 3】
一般ユーザーにおける 5250 の「操作性」
評価も、同様だと推測する。

3.�5250の「操作性」に
対する要望

5250 利用者に、5250 の「操作性」に
関する要望をアンケートし、以下にまと
めた。【図 4】

（A） マウスホイールによる画面スクロール
（B）  右クリックによるコピー & 貼り付

け　等
（C） スクロールバーによる画面スクロール
（D）  ショートカットによるコピー & 貼

り付け　等
（E） チェックボックスによる項目選択
（F） ダブルクリックによる実行キー打鍵
（G） ラジオボタンによる項目選択
（H）  メニューバーによるプログラム（以

下、PGM）実行
（I）  ダブルクリックによるメニュー

PGM 実行
（J）  ダブルクリックによる機能キー打

鍵

アンケート実施時点では、具体的な対

Migaro.Technical Award 2016
ゴールド賞

部門 1

Windows�Like�5250への道のり
―さまざまな場面で使えるDelphiおよびDelphi/400

小山 祐二 様
澁谷工業株式会社　
経営情報システム部
課長代理

澁谷工業株式会社　
http://www.shibuya.co.jp/

パッケージプラントを主力製品とす
る東証・名証 1 部上場の機械メー
カー。とくに国内外の大手飲料メー
カーに採用されているボトリングシ
ステム製造では、世界トップの地位
を確立している。近年では無菌化な
どの技術力を活かし、再生医療事業
も積極的に展開している。
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図3　5250「操作性」評価

図2　基幹システム構築状況

図1　ホスト・コンピュータの変遷

図4　5250「操作性」に対する要望1
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のようにマウスホイール操作を監視する
かである。

その後、Windows のメッセージ機能
を知ることになった。それは、キーボー
ドやマウスなどの操作情報を OS と
PGM 間で受け渡す機能である。

調査後さらに、このメッセージを監視
できるフック機能（*2）について知った。
その機能の実装は DLL 化する必要があ
る が、 幸 い な こ と に Delphi や
Delphi/400 の開発環境でも、DLL 作成
機能が備わっている。

そこで、以下のプロセスを実現する常
駐 PGM を作成することで、（A）を実
現した。【図 15】【図 16】【図 17】

① 　「WH_GETMESSAGE」 で、 マ ウ
スホイール操作情報取得 （DLL）

② 　「GetforegroundWindow」 で、 最
前面 Window 情報を取得

③ 　 ② が 5250 時、Page Up ／ Page 
Down キー打鍵機能送信（要 IME 機
能考慮）

④　上記をスタートアップ登録

（補足）
マウスホイール操作では、「WH_

MOUSEWHEEL」がある。これでマウ
スホイール操作情報は収集可能である。
しかし 筆 者 の 知る限り、ScrollUp ／
Down が判断できない。多くのユーザー
はここで挫折していると推測する。

（*2）参考文献：Delphi Library ［Mr.
XRAY］　http://mrxray.on.coocan.jp/
index.htm

5.取り組み実施後
取り組み実施後、先の要望に関する利

用状況を確認した。【図 18】のとおり、
かなり成果があったと考えている。

6.おわりに
IBM i は、安全性・堅牢性などで非常

に評価の高いサーバーであるのは、多く
のユーザーが認識している。しかしその
評価に反比例し、現在の IBM i はさま
ざまな理由で属人化が進んでいる。また
5250 の「操作性」から、IBM i は古い
マシンだと勘違いするユーザーも少なく

下の設定追加で、（D）を実現した。

設定追加　

①　C-KEY47 ＝［edit-cut］
②　C-KEY48 ＝［edit-copy］
③　C-KEY49 ＝［edit-paste］

4.2  （B）右クリックによるコピー & 貼
り付けと（D）ショートカットによ
るコピー & 貼り付けの PC への展開
方法

当社は、全国約 2000 台の PC で 5250
を利用している。そのため、これらの機
能をどのように導入するかを検討した。

まず、他企業に問い合わせてみた。そ
の結果、（B）の認識は低いが、（D）は
高かった。そこでそれらの導入方法を問
い合わせてみたが、有益な情報は得られ
なかった。

思考錯誤の末、IBM iのIFS（Integrated 
File System：IBM i の UNIX 互換ファ
イルシステム）を利用した。そこに設定
変更用の Delphi/400 PGM を配置し、
5250 利用者が 5250 メニューからその
PGM を実行することで、該当 PC の設
定変更を実現した。【図 7】【図 8】【図 9】

【図 10】【図 11】（*1）
また設定変更時、各種情報を取得し

た。これは Delphi/400 を利用すれば、
まったく問題なく取得可能である。そし
てテーブルにトリガー設定を組み込み、
エラー時には即座に電子メール配信する
仕組みを構築した。【図 12】【図 13】【図
14】

（*1）　5250 画面から Delphi/400 プログ
ラムを実行する方法は「Delphi/400 お
よび Delphi/400 を利用したオンライン
個人メニューの構築」（ミガロ . テクニ
カルレポート　No.7）を参照

4.3  （A）マウスホイールによる画面スク
ロール

5250 をスクロールする場合、Page 
Up/Page Down キーの打鍵が必要であ
る。つまり、（A）を実現するには、何
らかの方法で 5250 に Page Up ／ Page 
Down キー打鍵の代替が必要である。

Windows には、常駐 PGM がある。
これを利用してマウスホイール操作を監
視すれば、実現可能と考えた。後は、ど

応策はなかった。しかしゼロベース思考
で、「5250 は CUI」という既成概念を捨
て、「5250 でも GUI」との仮説思考をも
つ。 そ こ か ら ポ ジ テ ィ ブ 思 考 で、

「Windows Like 5250」を模索すること
になった。

4.�Windows�Like�
5250への道

最初に、各種既存機能（5250、RPG、
画面ファイル等）を調査した。その結果、

（C）（E）（F）（G）（H）（I）（J）は実現
可能であるが、これらの説明は割愛する

（必要であれば別途、問い合わせていた
だきたい）。本稿では、（B）（D）（A）
の詳細を述べる。

4.1  （B）右クリックによるコピー & 貼
り付けと（D）ショートカットによ
るコピー & 貼り付けの設定方法

5250 既存機能では「ポップアップ・
キーパッドの設定」【図 5】で、5250 右
クリック時のメニュー設定が可能であ
る。しかし初期値では、（B）は使えない。

調査の結果、「ユーザー定義」に以下
の設定変更 ／追加で、（B）を実現した。

設定変更

①　 NumberOfPads ＝ 3 （新しいパッ
ド 3 作成：2 → 3 へ設定変更）

設定追加

②　NumberOfRowsPad_3 ＝ 4
　　（パッド 3：行指定）
③　NumberOfColsPad_3 ＝ 1
　　（パッド 3：列指定）
④　POP3-1-1 ＝［edit-copy］
　　（パッド 3：コピー機能割り当て）
⑤　POP3-1-2 ＝［edit-cut］
　　（パッド 3：切り取り機能割り当て）
⑥　POP3-1-3 ＝［edit-paste］
　　（パッド 3：貼り付け機能割り当て）
⑦　POP3-1-4 ＝［edit-clear］
　　（パッド 3：クリア機能割り当て）

また 5250 既存機能「キーボードの設
定」【図 6】の「ユーザー定義」で、キー
ごとに各種機能の割り振りが可能であ
る。調査の結果、「ユーザー定義」に以
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図6　キーボードの設定

図5　ポップアップ・キーパッドの設定

図7　5250メニュー例
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ない。
確かに IBM i 情報の少なさは、ユー

ザー共通の悩みだと思う。そのためユー
ザーは、IBM i 関連で実現したいさまざ
まなプロセスを断念していると推測す
る。まさに、「IBM i が宝の持ち腐れ」
になっていると感じている。非常にもっ
たいない話である。

し か し、Delphi お よ び Delphi/400
は情報も多く、IBM i 連携も非常に簡単
である。また今回紹介した例や各種
IBM i 運用など、さまざまなプロセスで
利用可能である。

今後も、各種プロセスを実現するツー
ル と し て、Delphi お よ び Delphi/400
を利用していきたい。

最後に、IBM i Access Client Solutions
について。Windows 7 の延長サポート
は、2020 年 1 月14日に終了する。しかし
既存の 5250 は、Windows 10 に未対応
となり、IBM i Access Client Solutions
を利用することになる【図 19】。これは
既存の 5250 とほぼ同機能だが、今回紹
介した（A）（B）（D）機能は標準で備わっ
ている。

今 回 の 機 能 を 導 入 し た い が、
Windows には詳しくない方は、早急に
IBM i Access Client Solutions の検証

（データ転送、ODBC 等）を始めるよう
推奨する。
 M
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図9　Delphi IFS配置例およびPGM実行制約条件

図8　CL PGM例

図10　DelphiおよびDelphi/400　コーディング例1
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図12　テーブル設定変更情報

図11　DelphiおよびDelphi/400　コーディング例2



23

図14　Java IFS配置例および配信電子メールイメージ

図13　CL PGMからJava（電子メール配信）実行例

図15　（A）の操作イメージ
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図17　5250時、Page Up／Page Downキー打鍵 コーディング例（EXE側）

図16　フック関数「WH_GETMESSAGE」コーディング例（DLL側）
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図19　IBM i Access Client Solutions

図18　各種取り組み実施後の要望利用状況
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はじめに
昭和 13 年に創業した佐賀鉄工所は、

昭和 20 年代後半より、高品質・高機能
のボルトの提供に特化し、 現在では日本
はもちろん、海外でも高い評価を得るに
至った。

この評価を励みに私たち佐賀鉄工所
は、これからもボルトの専門技術者集団
としてユーザーのニーズを的確に受け止
め、最適な締結技術を提供し続けたいと
考えている。

引張強さ 1200MPa 以上の性能を備え
るボルトは、自動車のエンジン回りでは
40 〜 50 本が使用され、ミッションなど
でも活躍している。この自動車用の高強
度ボルトは、高い信頼性を要求されるこ
とから、日本では生産するボルトメー
カーが数社に限られている。
「高強度ボルトを生産できるかどうか

が、ボルトメーカーの技術力を計る尺度」
とまで言われる。当社では現在、高強度
ボルトの生産が月産数百トンを超えてい
る。

今後、エンジンの高性能化に伴い、さ
らに高いスペックが要求されている。当
社では新材料により、さらに高強度のボ
ルトの開発を進めている。

システム紹介
当社では日立のメインフレームを使

用していたが、2011 年より IBM i を使
用し始め、基幹システムはすべて IBM i
で処理している。

エンドユーザーが利用する処理画面
は、そのほとんどが Visual Basic（以下、
VB）6 でインターフェースが構築され
ている。しかし最新 OS の導入に伴い、
VB6 の開発および運用が困難になって
きた。

そのため代替手段として導入したの
が、IBM i と親和性が高く、さまざま
な OS やデータベースに対応できる
Delphi/400 であった。現在は、VB6 か
ら Delphi/400 への移行を行っている。

プログラム管理ソフト 
開発の経緯

IBM i でのプログラムソース管理は、
アイエステクノポート製の S/D Manager
を使用しており、VB6 に関しては当社
で開発したプログラム管理ソフトを使用
していた。しかし、Delphi/400 のプロ
グラム管理ソフトは未開発だったので、
手動でファイルサーバーへのソース管理
を行っていた。

Delphi/400 導入直後は、メインで開
発する担当者が 1 人だけだったので、さ
ほど問題はなかった。しかし次第に他の
情報システム課員も開発する機会が多く
なってきたため、プログラムソース管理

（排他制御がないことによるバージョン
不整合、および人為的ミスによるプログ
ラムソース消失）に不安を抱えるように
なっていた。

そこでプログラム管理ソフトを導入
することにより、プログラムソース管理
を厳格化し、ファイルサーバーにおける
一元管理を実現した。Delphi/400 はオ

Migaro.Technical Award 2016
シルバー賞

部門 1

Delphiプログラム 
管理ソフトの開発
牛嶋 信之 様
株式会社佐賀鉄工所
管理部情報システム課
主事

株式会社佐賀鉄工所
http://www.satetsu.co.jp/

昭和 13 年創業。自動車用ボルトを
専門領域とするリーディングカンパ
ニーとして、日本はもちろん、海外
でも高い評価を得ている。業界でも
数少ない「一貫生産方式」を採用。
さらに業界屈指の開発・試験設備を
保有し、世界の自動車産業を「小さ
なボルトで大きく」支え続けている。
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図2　チェックイン概要図

図1　チェックアウト概要図
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は、決められたディレクトリへコピー
する

・ 開発端末における開発用ディレクトリ
構造は、すべて同じ構成とする

導入効果と今後の展望
現在、VB6 から Delphi/400 への移行

も本格的に進み始め、Delphi/400 のプ
ログラムソースの管理が多くなってい
る。開発したプログラム管理ソフトによ
り、ソース管理の人為的ミスを防げるよ
うになった。プログラム管理の改善によ
り、プログラム品質向上に少しでもつな
げていきたい。

今後は、チェックインしたプログラム
の旧バージョンをすぐに取り出せる機能
を追加し、デグレ発生による応急処理の
一環として機能追加を検討する予定であ
る。
 M

ブジェクト指向言語なので、プログラム
開発を標準化すべく、開発した継承元プ
ログラムおよび部品コンポーネントをす
ぐに開発端末に同期する仕組みを追加し
た。

Delphiプログラム管理
ソフトの開発
要件定義

プログラム管理ソフトの開発に際し
て、次のシステム要件を決定した（【図 1】
〜【図 5】、および【ソース 1】【ソース 2】
を参照）。

・ プログラムソースの一元管理（排他制
御）
チェックアウト時、プロジェクトフォ

ルダを他の開発者がダウンロードできな
いように排他制御を実施する。チェック
イン時は、チェックアウトしたプロジェ
クトフォルダについて排他制御を解除
し、他の開発者が扱えるようにする

・ 修正前のプログラムソースのバック
アップ

・ 継承元および部品コンポーネントの同
期機能
チェックアウト処理画面で、継承元プ

ログラムを情報システム課の PC に同期
する機能を追加する

・ チェックイン時のメンテナンス記録用
ファイル作成
チェックインしたプログラムのメン

テナンス履歴を作成し、運用管理データ
ベースに取り込む

・プログラムソース開発状況の可視化
運用管理データベースに取り込んだ

内容は、プログラムの問題発生時や仕様
確認等が発生した場合に、すぐに確認で
きる体制とする

構築システムの仕様
・ プログラムソースの開発状況は、ファ

イルサーバーの Access で管理する
・ プログラムソースの排他制御は、同じ

くファイルサーバーの Access で管理
する

・ プログラムソースおよび実行ファイル
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図3　チェックアウト処理内容
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図4　チェックアウト取消処理内容
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図5　チェックイン処理内容
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ソース1　チェックアウト処理
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ソース2　チェックイン処理
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ソース2　チェックイン処理-2
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ソース2　チェックイン処理-3
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業務課題
IBM i の物流システム「SPURT（ス

パート）」による日々の業務の中で、①
定型のエクセルを開きデータ打ち込み、
②印刷、③捺印、④ FAX 機のスキャナ
機能で読み取り、PDF に保存、という
一連の作業が存在する。

これらは担当者の作業効率が悪く、作
業改善要望が挙げられていた。

技術課題
（1）定型の Excel 上に以下の条件を満
たして、日付印と担当者印を作成するこ
とは可能か。

① 日付印の日付欄に、発行日当日を設定
する。

②担当者印に、入力担当者名を設定する。
③権限者のみが実行できるようにする。

（2）Excel 上にデータを埋め込み、印刷
データを作成した後、PDF 変換はどう

行うのか。

技術課題の解決策
IBM i 上の発注・見積等のデータを

参照し、Delphi/400 により以下のプロ
グラム対応を行った。

（1）定型の Excel 上に、図形を用いて
印鑑を作成する。【図 1】

① 日付の部分は印刷外の固定セルに“＝
TODAY（）”を埋め込み、印鑑欄か
らそのセル値を参照することで日付
印が作成できた。

② 担当者印に設定する担当者名は、DB
上の担当者フィールドから文字列を
参照した。

③ 権限マスターの設定により、本オペ
レーションが可能な担当者を登録可
能とした。また事業部は大きく東・西
に分かれているため、東・西の範囲を
超えた登録はできない仕組みとした。

（2）PDF 保存は、Excel のエクスポー
ト機能を利用して実現した。【図2】【図3】

【図 4】

業務課題解決と効果
作業担当者は、座席から離れることな

く一連の作業を行えるようになり、作業
工数が大幅に削減された。今後は他業務
での同様の作業を洗い出し、この仕組み
に置き換えていく予定である。

 M

Migaro.Technical Award 2016
優秀賞

部門 2

Delphi/400を利用した
定型業務のPDF化
佐藤 岳 様
ライオン流通サービス株式会社
管理部
主務

ライオン流通サービス株式会社
http://www.lion-logi-s.co.jp/

ライオン株式会社 100％出資の物
流子会社として、全国のグループ物
流拠点および協力物流事業者への委
託業務を統括。倉庫管理・在庫管理・
輸配送管理など、グループの物流業
務全般を担っている。輸配送におけ
る CO2削減など物流業務改善への
積極的な取り組みを行っている。
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図2　Delphi/400実行

図1　定型Excel
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図3　Delphi/400ソース（抜粋）
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図4　実行結果PDF
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業務課題
通販業務での返品作業の現場から、以
下の業務課題が挙げられた。

1　�処理漏れが起こる（開封場所と事務
処理（PC）場所が違うため）

2　�顧客を限定させるまでに、時間がか
かる場合がある

現状返品が発生した場合、返品の送り
状か、同封されている郵振用紙または納
品書で顧客を調べてから返品処理を行っ
ている。【図1】
全体の 8〜 9割は郵振用紙を使用し
ていることから、郵振用紙に印字されて
いるバーコードを読み取り、そのまま返
品処理を行うことで業務を効率化した
い。
返品作業には箱を開けるスペースが
必要なので持ち運びが楽なこと、またカ
メラを利用したいことから、モバイル端
末が処理に最適と考え、IBM�i の基幹シ
ステムにモバイルアプリを「ちょい足し」

することを検討した。

技術課題
各プログラムの役割を、以下とした。

・�モバイルアプリケーション：バーコー
ド読み取り＋入力
・データスナップ：DB中継
・RPG：IBM�i�データ更新

ミガロ .主催のモバイルファースト体
験セミナーに参加し、モバイル開発の概
要を習得。実際の開発作業では、以下の
不明点が残った。

（a）� �「AS400」「Call400」のコンポーネ
ントはどこで動作するか。

（b）� �モバイル端末で入力された情報を
RPGまでどのように受け渡すか。

（c）� �モバイル端末として�iPhoneを選定
したが、iOS開発環境をどのよう
に構築するか。

（d）� �IISでの iOSアプリの配信方法はど

のようなものか。
（e）� �モバイルにてリモートエラーの発

生する原因は何か。

技術課題の解決策
ミガロ．のテクニカルサポートの協力

を得て、すべての不明点を解決した。
以下の（a）〜（e）は、技術課題の（a）

〜（e）に対応する。

（a）� �データスナップで IBM�i、RPGと
の連携を行う。【図2】

（b）� �以下の手順でモバイル端末入力情
報とRPGを連携する。

①�既存 RPG画面プログラムを元に、
IBM�i�データ更新用バッチプログ
ラムを開発【図3】

②�データスナップにて、function を
作成【図4】

③�モバイルにて、データスナップ取り
込み（1）【図 5】

Migaro.Technical Award 2016
優秀賞

部門 2

ちょい足しモバイル
仲井 正人 様
株式会社スマイル・ジャパン
システム部
係長

株式会社スマイル・ジャパン
http://www.sukoyaka-egao.jp/

健康食品の通信販売事業を行う。健
康食品の研究・開発を通して、お客
様の健康上の悩みを少しでも解消
し、健やかにいきいきと毎日を送っ
ていただくことを目的に活動してい
る。
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図2　AS/400、RPGとの連携手法（データスナップにて動作）

図1　従来の返品処理画面
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今回は iOSを採用したが、環境構築
に手間がかかるので、表題の「ちょい足
しモバイル」には�Android�が適切と思
われる。
IBM�i�既存業務にモバイルを「ちょ

い足し」する今回の試みは、Delphi/400
の新しいモバイル機能の充実とミガロ．
テクニカルサポートにより実現できた。
� M

④�モバイルにて、データスナップ取り
込み（2）【図 6】
⑤�モバイルにて、データスナップの
ファンクション（パラメータ渡し）
実行【図7】

（c）� �Apple の関連性（プロビジョニン
グと iOS、OSX、XcodeVer）につ
いて、ミガロ .のテクニカルサポー
トへ問い合わせて解決【図 8】（①
の手順の中で、利用モバイル端末
のデバイス登録がないと iOSアプ
リはインストールできないので注
意が必要）。

（d）� �IIS からのアプリ配信について、豊
鋼材工業様のテクニカルレポート
（2015年）およびミガロ .のテクニ
カルサポートへの問い合わせで解
決。【図9】

上記（c）と（d）を完了すると、モ
バイルからHTML経由で、SSLのイン
ストールが可能となり、iOSアプリもイ
ンストール可能となる。

（e）� �データスナップにて「AS400」
「Call400」を使用後、False は OK
だが、free も記述したためリモー
トエラーになっていた。そこで、
freeのコメント化により解決した。
【図10】

業務課題解決と効果
業務課題は、以下のとおり解決でき
た。【図11】

1　�返品作業の処理漏れは、作業場所に
持ち運び可能なモバイル導入によ
り、発生しなくなった。

2　�新しい業務手順ではバーコードを読
むだけとなり、顧客No. などをまっ
たく意識せずに処理可能となった。
また作業時間は 1/10 となり、時間
短縮にもつながった。

技術課題（c）iOS開発環境構築以外
の開発工数は約 2週間程であったが、
iOS開発はハードルが高い印象をもっ
た。
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図4　function作成

図3　IBM i データ更新用バッチプログラムの開発
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図6　モバイルにて、データスナップ取り込み

図5　データスナップ取り込み （1）
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図7　データスナップファンクション実行
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図8　iOS開発環境構築
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図9　IISにてiOSアプリの配信
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図10　リモートエラーの解決

図11　モバイルでの返品作業手順
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業務課題
会社の受注状況は週初めの朝礼で報

告しているが、欠席している人やパート
社員には共有できていない。

技術課題
受注データは IBM i のデータベース

から取得し、社内公開は Web 形式で行
う。【図 1】

あまり工数をかけずに完成させたい。

技術課題の解決策
Word で HTML のテンプレートを作

成し、数字が入る部分を［％○○％］と
いうようにネーミング。【図 2】

HTML テンプレートへの受注残高の
設 定 は、Delphi/400 の StringReplace
関数を使って、簡単にプログラミングで
きた。

Delphi/400 のプログラム概要は以下
のとおりである。【図 3】

（1）  Delphi/400 ＋ dbExpress で、
IBM i の受注データを抽出・集計

（2）  TStringList で、 テ ン プ レ ー ト
HTML を読み込む

（3）  ［％○○％］の部分を検索して、受
注データに置き換え

（4） Web 公開先に保存

また受注データの更新タイミングは、
Windows サーバーがもつタスクスケ
ジューラを使って簡単に実装した。

業務課題解決と効果
9 時と 17 時に、受注データを HTML

に反映させることができ、当初の目的ど
おり、社内で受注状況の共有が実現でき
た。【図 4】

 M
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高校・大学等のコンピュータ教室で
使われる「授業支援システム」の設
計、開発、販売を行っており、学校
等の教育関連施設に対して 5000
件以上の納入実績がある。業務ソ
リューションに必要なソフトウェア
開発と、画像・音声処理などの機器
製造をトータルで実施している。
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図2　テンプレート

図1　システム構成
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図3　プログラム（抜粋）

図4　実行結果
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1.はじめに
ここ数年で、企業でのスマートデバイ

ス普及率は大きく跳ね上がり、それに
伴ってモバイルアプリケーション開発の
需要も高まっている。

モバイルアプリケーションの開発に
あたり、多くの開発者が向き合うことに
なるのが画面デザインの部分ではないだ
ろうか。なぜなら、PC アプリケーショ
ンとモバイルアプリケーションでは使用
できる画面領域や操作方法が違うため、
モバイルアプリケーション用に再デザイ
ンする必要があるからだ。

そこで本稿では、モバイルアプリケー
ション開発で課題となる画面デザインに
ついて考察し、それらの課題を解消する
開発テクニックを解説する。

スマートデバイスにはさまざまな種
類があるが、企業で業務用に導入されて
いるデバイスで圧倒的に多いのが iOS
の iPad である。そのため、本稿ではデ
バイスとして iPad（mini）を題材に、
Delphi/400 XE7 を使用する。もちろん

画面デザインの考え方は、他のデバイス
や OS であっても同じである。

2.�iOSアプリケーション
で使用できる画面領域

まず、PC（Windows）と iOS デバイ
スで作成されるアプリケーションの画面
サイズについて整理する。

PC アプリケーションでは、端末のサ
イズにもよるが、1280 × 1024 や 1366
× 768 を最大サイズとして作成される
ことが多い。

それに対して、iOS デバイスのアプリ
ケーションでは iPad で 768 × 1024、
iPhone で 320 × 568 や 414 × 736 が最
大サイズである。こうして見ると、意外
にも iPad についてはサイズに大きな違
いはないことがわかる。【図 1】

しかし PC と iOS デバイスのアプリ
ケーションでは、操作方法が大きく異な
る。PC では主にマウスやキーボードで
の操作が多いので、画面項目のサイズや
項目間の余白についてはあまり気にする

必要はない。
それに対して iOS デバイスでは、主

に指によるタッチ操作が主流となる。項
目間の余白が少なかったり、項目自体の
サイズが小さいと、ボタンの押し間違い
や項目の選択ミスにつながる。

さらに iOS デバイスではキーボードが
画面下から表示されるため、画面下部の
領域は使用できなくなる可能性もある。

つまり iOS アプリケーションでは、
画面サイズ自体の大きさは似ていても、
項目間の余白や項目自体のサイズを意識
した画面デザインを行うと、実際に使用
できる画面領域は PC よりもかなり小さ
くなる。

3.�画面デザインの�
ポイント

ここまで、PC と iOS デバイスにおけ
る画面サイズの違い、iOS デバイスで使
用できる画面領域が少なくなる要因につ
いて解説した。次はそれらの内容を踏ま
え、iOS モバイルアプリケーションの画

前坂 誠二 ／ 大橋 拓也
株式会社ミガロ.

システム事業部 システム2課
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●画面領域を考慮したデザイン実装例②
●エフェクトを用いた画面の実装例
●まとめ
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55

図1

図2
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それに対してiOSモバイルアプリケー
ションでは、アイコン化することで画面
領域を有効的に使用できる【図 6】。実
装方法も非常に容易なので、限られた画
面領域を有効活用する最もシンプルなテ
クニックであるといえる。

実 装 方 法 は、［ ツ ー ル パ レ ッ ト
￨Standard］ よ り TButton を 選 択 し、
設置する。設置後、StyleLookUp プロ
パティから［searchtoolbutton］を選択
する【図 7】。以上の操作で、簡単にボ
タンをアイコン化できる。アイコンの見
た目は、デバイスの OS によって用意さ
れている。

しかし、このままではアイコンに枠や
背景色がないので、タップできるかどう
かの判断が難しい。そこで、TRectAngle
コンポーネントと組み合わせる。これに
より、枠や背景色を指定してカスタマイ
ズできる。【図 8】

さらに［ツールパレット ￨Shapes］か
ら TRectAngle を選択する。設置後、［構
造ビュー］にて設置した RectAngle1 に
Button1 をドラッグ＆ドロップすること
で、コンポーネントを階層化させる。【図9】

あとは、RectAngle1 の Color プロパ
ティや X/YRadius プロパティ（オブ
ジェクトの角の丸さを調整するプロパ
ティ）を任意に変更することで、自由に
枠や背景色を指定できる。実装例での設
定プロパティは、【図 10】のとおりである。

また PC のマウス操作と違い、スマー
トデバイスのタッチ操作では、意図した
タッチポイントとずれて誤動作となるこ
とも多い。そのため、TRectAngle の
上に配置している TButton コンポーネ
ントは、TRectAngle よりもサイズを
大きく設定しておいたほうが、タッチに
反応しやすく、操作性がよくなる。

4-4. スクロール機能の実装
スクロール機能の実装は、入力項目の

多い画面に有効なテクニックである。
iOS デバイスでは画面項目への入力時
に、画面下部にキーボードが表示される。
その際、入力項目部全体にスクロールを
設定しておくことで、項目がキーボード
に隠れても自由にスクロールできる。

実装方法としては、［ツールパレット
￨Layouts］よ り TVertScrollBox を 選
択する。入力項目部に設置し、Align プ
ロパティを Client にする。【図 11】

クトが新規作成できる。【図 3】
iOS モバイルアプリケーションの開発

には、FireMonkey を用いる。実装例
の解説に入る前に、VCL での作成時と
異なる点について少し触れたい。

まず、「コンポーネントの階層化」に
ついてである。VCL では、TPanel 等
のコンテナコンポーネント群やフォーム
については親コンポーネントとすること
ができる。それに対し、FireMonkey で
はコンテナコンポーネントやフォームの
みに制約されず、他のコンポーネントで
も自由に親子関係をもたせることができ
る。【図 4】

こうした階層化により、親コンポーネ
ントに対する処理を子コンポーネントに
も反映できる。またそれ以外にも、デザ
イン時にはオブジェクトをまとめて移動
できるといった利点もある。

次に、「Visible プロパティ」につい
て説明する。Visible プロパティは、項
目の表示・非表示を設定するプロパティ
である。

VCL で は、 設 計 画 面 上 で 設 定 値
（True/False）を切り替えたとしても、
常に表示された状態である。それに対し
て FireMonkey の 設 計 画 面 で は、
Visible プロパティをFalseとした場合、
設計画面上でも非表示となる。

そのため、非表示にしているコンポー
ネ ン ト を 編 集 す る 際 は、 一 時 的 に
Visible プロパティを True にして編集
する必要がある。【図 5】

その他にも細かい違いが多くあるが、
本稿の実装例では以上の違いを念頭に置
けば問題ない。 

4-2. ポイント①の実装例　
まずは、ポイント①「コンポーネント

の配置や表示方法」を考慮した画面デザ
インの実装方法を説明する。こちらの実
装例は、以下のとおりである。

・ボタンのアイコン化
・画面全体に対するスクロールの実装

4-3. ボタンのアイコン化の実装
PC アプリケーションでは、キャプ

ションを表示してボタンの意味を伝える
のが一般的である。本稿の例でも、PC
アプリケーションではボタンに「検索」
とキャプションを設定している。

面デザインのポイントについて説明する。
1 つ目のポイントは、コンポーネント

の配置や表示方法を考慮することであ
る。たとえばボタンであれば、アイコン
のような見た目で表示することで余分な
スペースを取らずに使用できる。また
キーボードが表示された際には、画面全
体をスクロール表示させることにより、
見えなくなった領域も表示可能となる。

2 つ目のポイントは、一度に表示する
画面項目をなるべく少なくすることであ
る。そのためにはスライドやポップアッ
プを使用し、必要な場合にのみ項目を表
示させる方法が有効である。

ただしこのとき、注意すべき点があ
る。それは、ポップアップやスワイプが
有効となる条件をアプリケーション全体
でルール決めしておくことである。ポッ
プアップやスワイプが有効となる条件が
各画面によってバラバラだと、使用する
ユーザーが混乱するからだ。

つまり、画面デザインのポイントは大
きく以下の 2 点となる。

① コンポーネントの配置や表示方法を考
慮する（4. で詳しく解説）

② 必要な場合にのみ必要な情報を表示さ
せる（5. で詳しく解説）

これらのポイントを考慮して開発す
ることで、操作性を損なうことなく画面
領域を有効活用できる。

4.�画面領域を考慮した
デザイン実装例①

前述した画面デザインのポイントを
踏まえ、iOS モバイルアプリケーション
での実装方法について順に説明する。

なお、本稿の実装例では VCL で作成
した PC アプリケーションを元に、iOS
アプリケーションを作成することを想定
している。各機能の全体図は、【図 2】
のとおりである。

4-1. 新規プロジェクトの作成
まずは、［ファイル ¦ 新規作成］より「マ

ルチデバイスアプリケーション-Delphi」
を選択する。選択時にダイアログでテン
プレート選択画面が表示されるので、「空
のアプリケーション」を選択する。これ
でモバイルアプリケーションのプロジェ
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図4

図3
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実装方法について記載する。
まずエフェクトコンポーネントを使

用する際は、4. で触れたコンポーネント
の階層化の考え方が基本となる。この実
装例では、TRectAngleに TBevelEffect、
TInnerGlowEffect、TLabel を 階 層 化
させて、実装する。

6-2. エフェクト機能の実装
まず、TRectAngle と TLabel を画面

に設置する。そこへ［ツールパレット
￨Effects］より非表示コンポーネントであ
るTBevelEffectおよびTInnerGlowEffect
を設置し、各コンポーネントを【図 22】
のように階層化する。

TBevelEffect では親コンポーネント
の奥行きを設定でき、TInnerGlowEffect
は親コンポーネントを内側に向けて発光
させる効果がある。

まず、先ほど配置した BevelEffect1
と InnerGlowEffect1 のプロパティ設定
を、【図 23】のように設定する。あとは、
Label1 の OnMouseDown イベントに、

【ソース 2】のようにコーディングする
だけで、実装は完了である。

7.まとめ
本稿では、モバイルアプリケーション

の開発の際に課題となることが多い画面
デザインに対する工夫を考察し、その具
体的なテクニックを説明してきた。

iOS モバイルアプリケーションでは、配
置する項目のサイズや項目間の余白を意
識して画面デザインする必要があるので、
使用できる画面領域は必然的に狭くなる。

本稿で紹介した画面領域を考慮した
開発テクニックは、すべて容易に実装で
き、初めてモバイルアプリケーションを
開発する方であっても十分活用できる。

またモバイルアプリケーションの画
面デザインで最も参考になるのは、実際
のストアなどに公開されているアプリ
ケーションである。とくにダウンロード
数が多いアプリケーションは、利用する
ユーザーが多い分、画面デザインや操作
性も洗練されていることが多い。

モバイルアプリケーションはデザイ
ンの工夫次第で、使い勝手が大きく変わ
るので、優れた画面設計や実装テクニッ
クをどんどん取り入れていくことが重要
である。 M

こ う し た ポ ッ プ ア ッ プ 機 能 は、
TPopup というコンポーネントを使用す
ることで実装できる。実装例では、PC
アプリケーションでヘッダー部のログイ
ン情報を、ボタンタップで表示できるよ
うに実装する。

まず、ログイン情報を呼び出すボタン
を設置する（ボタンの実装方法は 4-4 を
参照）。実装例での設定プロパティは、【図
16】のとおりである。

次に、ポップアップ部を実装する。ま
ずは、［ツールパレット ￨Standard］よ
り TPopup を選択し、表示させたい位
置に配置する。【図 17】

配置時は Visible プロパティが False
となっているので、編集時は True に変
更する。続いて、［ ツールパレット
￨Shapes］より TCalloutRectangle を選
択し、プロパティの設定を行う。【図 18】

そして、最後に表示項目を配置する。
本稿では、ログイン情報とログアウトボ
タンを実装するため、［ツールパレット
￨Standard］より TLabel を必要数設置
し、4. で解説した TRectAngle を組み
合わせたボタンを配置する。あとは配置
したコンポーネントを、【図 19】のよう
に階層化すれば完成である。【図 20】

なお、ポップアップ表示・非表示の処
理に関しては、ソースコードを記載する
必要がある。こちらの実装方法について
は、【ソース 1】に示す。

6.�エフェクトを用いた�
画面の実装例

6-1. エフェクトの活用
ここまで画面領域を考慮した開発テ

クニックを題材に説明してきた。モバイ
ルアプリケーションの開発では、画面領
域の考慮のほかに、ユーザーが操作しや
すい画面設計を行うことも大切な要素の
1 つである。

たとえば選択形式の画面項目の場合
には、チェックボックスを使用すること
が多い。もちろん標準の TCheckBox
を使用しても問題はないが、本稿では
TCheckBox の代わりに、エフェクトコ
ンポーネントを利用した選択用ボタンの
作成を推奨する。【図 21】

選択用ボタンとは、【図 21】のように
ボタンタップによって凹凸が変化する機
能を実装したボタンであり、以下にその

あとは、任意で VertScrollBox1 上に
画面項目を設置していく。これにより入
力項目部全体を自由に上下スクロールで
きるようになり、キーボード表示時に項
目が隠れた場合も、下にスクロールする
ことで表示できる。【図 12】

5.�画面領域を考慮した
デザイン実装例②

5-1. ポイント②の実装
ここでは、ポイント②「必要な場合に

のみ必要な情報を表示」を踏まえた画面
デザインの実装方法について説明する。
本稿では、以下の 2 点を実装する。

・ 画面をスワイプすることで側面から情
報を表示（スライド機能）

・ ボタンタップで情報表示（ポップアッ
プ機能）

こうしたスライド機能やポップアッ
プ機能は実装が難しい、と思われるかも
しれない。しかし、FireMonkey では
プロパティの設定や少々のコーディング
で容易に実装できる。

5-2. スライド機能の実装�
スライド機能は、画面の側面から指を

スワイプさせることで隠れたリスト等を
表示させる機能である。メニューを表示
させたり、選択項目の詳細情報を表示さ
せるなど、用途はさまざまである。

実装例では、PC アプリケーションで
フッター部に配置しているボタンをスラ
イド部に実装する。【図 13】
［ツールパレット ￨Common Controls］

からTMultiViewコンポーネントを選択し、
設置する。その後、設置されたMultiView1
の Mode プロパティを Drawer に変更す
る。プロパティを変更すると Visible プ
ロパティが False となるため、スライド
内容編集時は Visible プロパティを一時
的に True にする。【図 14】

以上で、スライド機能を実装できた。
あとは任意にスライドで表示する内容
を、【図 15】のように設定すればよい。

5-3. ポップアップ機能の実装
ポップアップ機能は、ボタンタップな

どの動作で画面項目の表示・非表示を切
り替えるテクニックである。
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ソース1
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図19
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1.はじめに
業務アプリケーションを開発してい

くうえで、データベースの利用は不可欠
である。そして、Delphi/400 はデータ
ベースを使ったアプリケーション開発を
得意としている。なぜなら、Delphi/400
はデータベースエンジンという機能を備
えており、これによりどのデータベース
に対しても、共通のプログラミングで簡
単に開発できるからである。

このデータベースエンジンと各種
データベースドライバを組み合わせるこ
とで、IBM i や SQL Server などさまざ
まなデータベースへ接続できる。【図 1】

これまでの開発で使用されてきた
データベースエンジンには、BDE や
dbExpress がある。本稿で主題として
いる「FireDAC」は、BDE や dbExpress
に続く新しいデータベースエンジンであ
る。

FireDAC 自体は Delphi の XE3 から
実装されており、これまでも Oracle や
SQL Server などでは使用可能であっ

た。そして Delphi 10 Seattle からは、
Delphi/400 のドライバが対応し、IBM i
でも活用可能になっている。

そこで本稿では、FireDAC で IBM i
を利用する基本的な方法、そしてすでに
BDE や dbExpress を使用して IBM i
へ接続しているプログラムを FireDAC
へ移行するポイントについて説明する。 

2.�FireDACを使った
IBM�i�アプリケーショ
ン開発

2-1. FireDAC とは
本題に入る前に、FireDAC はこれま

でのデータベースエンジンと比べて、ど
のような違いがあるかを確認する。
FireDAC の特徴としては、以下の点が
挙げられる。

（1）Windows 32bit ／ 64bit に対応
（2）FireMonkey に対応
（3）  BDE のような初期インストールは

不要（配布が簡単）

（4）双方向データセット形式
（5）  高いパフォーマンスのデータアクセ

ス（BDE と同等以上）

FireDAC と BDE、dbExpress と の
機能比較については【表 1】に示す。

これらの特徴や比較から、FireDAC
は dbExpress と同様の環境対応機能が
あり、BDE と同等の双方向データセッ
ト形式を備えていることがわかる。

つまり、FireDAC は両データベース
エンジンのよい部分を組み合わせた新し
いデータベースエンジンといえる。次に、
この FireDAC を使用して IBM i へ接
続し、ファイルを参照する基本的な使い
方を説明していく。

2-2. FireDAC の使い方
FireDAC で IBM i へ接続するために

使用する基本コンポーネントには、以下
が用意されている。

（1）TFDConnection
データベースへの接続を制御するコ

福井 和彦
株式会社ミガロ.

システム事業部 プロジェクト推進室
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BDE の照会画面の構成は、【図 8】のと
おりである。

照会画面の構成では、上段に抽出条件
を指定する項目と検索ボタンを配置し、
中段に明細表を配置している。動作とし
ては、検索ボタンを押下することで抽出
データを明細表に表示する。

また使用しているコンポーネントと
設定しているプロパティについては、【表
2】と【図 9】のとおり、検索実行時のソー
スは【図 10】のとおりである。データ
抽 出 に は RPG を 用 い て い る の で、
TAS400 コンポーネントと TCall400 コ
ンポーネントを使用しているが、データ
抽出の処理ロジックは主題から外れるた
め、本稿では割愛する。

以下に、プログラムで BDE を使用し
ている箇所を FireDAC に変更する手順
を説明する。

①�データベース接続処理をBDEから
FireDACへ変更
BDE を使用して作成した照会画面に、

2-2 に記載した FireDAC の基本コン
ポーネントである「TFDConnection」

「TFDTab l e」「TFDPhysCO400 
DriverLink」「TFDGUIxWaitCursor」
の 4 つを、【図 11】のように配置し、
TFDConnection コンポーネントのプロ
パティを設定する。

ただし BDE の照会画面では、【図 9】
にあるように TDatabase コンポーネン
トのプロパティ設定をソースで行ってい
る。そのため、TFDConnectionコンポー
ネントには接続定義名に“CO400DEF”
だけを設定し、残りの設定はソースで実
装する。

ここから、ソースの変更箇所の詳細を
説明する。
【図 12】のように、FormCreate イベ

ントに記述している TDatabase コン
ポーネントの設定を、TFDConnection
コンポーネントの設定に変更する。

ライブラリリストを使う場合、BDE
で は TDatabase コ ン ポ ー ネ ン ト の

“LIBRARY NAME”に、“*LIBL”をセッ
ト す る が、FireDAC の 場 合 は
TFDConnection コ ン ポ ー ネ ン ト の

“ODBCAdvanced”に“LibraryOption
＝（ブランク、シングルコーテーション
なし）”をセットする。これでデータベー
ス接続処理の FireDAC への変更は、完

ODBCAdvanced パラメータにライブラ
リ名を指定しているため、TableName
プロパティではリストが自動表示されて
選択できる。

あとは TDataSource コンポーネント
の DataSet プロパティと、TDBGrid の
DataSource プロパティを設定すれば、
各コンポーネントの設定は完了となる。

【図 6】
ここまでで、プログラム上の設定は完

了である。
実際に FireDAC を使用してデータへ

アクセスするには、TFDTable コンポー
ネントの Active プロパティを True に
する。これによって、TDBGrid 上にデー
タを表示できる。【図 7】

FireDAC は新しいデータベースエン
ジンではあるが、Delphi/400 ではこれ
までのプログラムと互換性を維持できる
形でコンポーネントが用意されている。
ここまでの実装手順を確認すると、
BDE や dbExpress の開発とほとんど違
いはなく、また TClientDataSet を必要
としない分、よりシンプルに開発できる
ことがわかる（もちろん TClientDataSet
を使用することも可能である）。

3.��既存プログラムの
FireDACへの移行

3-1. FireDAC へのプログラム変更
ここまで FireDAC の新規プログラム

を作成する方法を説明したが、次に
BDE や dbExpress で作成されているプ
ログラムを FireDAC へ移行する手順に
ついて説明する。

本稿では、次のような RPG を使った
標準的な仕組みの照会画面を題材に、
FireDAC へ変更するポイントを確認し
ていく。

FireDACへ変更する照会画面プログラ
ムの処理

（1）データを RPG で抽出する
（2）  抽出データをQTEMPのワークファ

イルに作成する
（3）  ワ ー ク フ ァ イ ル を BDE ま た は

dbExpress で画面表示する

3-2. BDE からの移行ポイント
ここでは、BDE から FireDAC への

変更方法について説明する。変更する

ンポーネント
（2） TFDPhysCO400DriverLink

TFDConnection に Delphi/400 の
IBM i 用ドライバ情報を提供するコン
ポーネント

（3）TFDTable
単一のファイルを指定して、データを

取得・操作するコンポーネント
（4）TFDQuery

SQL を実行して、データを取得・操
作するコンポーネント

（5） TFDGUIxWaitCursor
待機カーソルなどを制御するコン

ポーネント

それでは FireDAC を使用して IBM i
へ接続し、ファイルを参照する手順を順
番に確認していく。ファイルへの接続は、
TFDTable コンポーネントを使用した
基本的な構成とする。

①コンポーネントの配置
【図 2】に従って、新規フォームに各

コンポーネントを配置する。配置できた
ら、FireDAC の各コンポーネントのプ
ロパティを順番に設定していく。

最 初 に IBM i へ の 接 続 設 定 を、
TFDConnection コンポーネントで行う。
フォームに貼り付けた TFDConnection
コンポーネントをダブルクリックする
と、FireDAC 接続エディタが起動する。

【図 3】
起動した FireDAC 接続エディタの上

部にある、接続定義名のプルダウンより
“CO400DEF”を指定すると、パラメータ
が表示される。パラメータの“Database”

“ U s e r _ N a m e ”“ P a s s w o r d ”
“ODBCAdvanced”を、【図 4】に従っ
て設定する。

TFDPhysCO400DriverLink コ ン
ポーネントと TFDGUIxWaitCursor コ
ンポーネントは、フォームに貼り付ける
だけでとくに設定を行う必要はない。

続 い て、 フ ァ イ ル の 参 照 設 定 を
TFDTable コ ン ポ ー ネ ン ト で 行 う。
TFDTable コンポーネントの Connection
プロパティは、TFDConnection コンポー
ネントが自動で初期セットされているの
で、TableName プロパティに参照する
ファイル名を設定する。【図 5】

こ の プ ロ グ ラ ム で は、【 図 4】 の
TFDConnection コ ン ポ ー ネ ン ト の
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図4

図3
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箇所を FireDAC に変更する手順を説明
する。

①�データベース接続処理を dbExpress
からFireDACへ変更
前述した BDE のケースと同様に、

dbExpress を使用して作成した照会画
面に、FireDAC の基本コンポーネント
である「TFDConnection」「TFDPhys 
CO400DriverLink」「TFDTable」

「TFDGUIxWaitCursor」の 4 つを、【図
23】のように配置し、TFDConnection
コンポーネントのプロパティを設定す
る。

ただし、dbExpress の照会画面も BDE
のケースと同様に、TSQLConnection
コンポーネントのプロパティ設定をソー
スで行っている。従ってソースの変更は、

【図 24】のように、TFDConnection を
設定する。これで、データベース接続処
理の FireDAC への変更が完了である。

②�データ表示処理を dbExpress から
FireDACへ変更
dbExpress から FireDAC への変更

では、TClientDataSet コンポーネント
をそのまま利用することもできる。その
場合、フィールド設定の移行も必要ない
ので、BDE より簡単に FireDAC へ移
行できる。

ま ず は BDE の ケ ー ス と 同 様 に、
TFDTable コ ン ポ ー ネ ン ト の
TableName プロパティに参照するファ
イ ル 名 を 直 接 設 定 す る。 次 に、
TDataSetProvider コンポーネントの
DataSet プロパティを TSQLTable から
TFDTable に変更する。【図 25】

デ ー タ 表 示 処 理 の ソ ー ス は
TClientDataSet コンポーネントを残し
ているため、変更は不要である。したがっ
て、ここまでの作業で FireDAC への変
更は完了となる。ただしプログラムを実
行すると、BDE のケースで説明したデー
タ型のマッピングエラーが発生する可能
性がある。発生する場合は、同じ対応が
必要となる。

プログラムをコンパイルして実行す
ると、FireDAC で従来どおりの動作が
確認できる。最後に、使わなくなった
dbExpress の TSQLConnection コ ン
ポーネントと TSQLTable コンポーネ
ントを削除して、FireDAC への移行は

る場合に発生するエラーである。ここで
は TFDTable コンポーネントのフィー
ルドは Integer 型であるが、FireDAC
は数値型をBCD型として認識するため、
このようなエラーが発生する。

このエラーに対応する方法として、
FireDAC にはデータ型のマッピング
ルールを変更する機能が用意されてい
る。データ型のマッピングルールの変更
は、TFDConnection コンポーネントで
設定できる。

まずは、TFDConnection コンポーネ
ントをダブルクリックして、FireDAC
接続エディタを開く。次にオプションタ
ブを選択し、オプションタブにある「継
承したルールを無視」チェックボックス
をチェックすると、データマッピング
ルールの明細が入力可能になる。

明細は【図 18】のように設定し、OK
ボタンで FireDAC 接続エディタを完了
する。これで、FireDAC で数値項目を
BCD 型で認識した場合、Integer 型に
変換可能となる。再度プログラムをコン
パイルして実行すると、データ型のエ
ラーが解消されて、正しく実行できる。

【図 19】
ここまで確認できたら、FireDAC で

従来どおりの動作が実現できたことにな
る。使わなくなった BDE の TDatabase
コンポーネントと TTable コンポーネン
トを削除して、FireDAC への移行が完
了である。

3-3. dbExpress からの移行ポイント
ここでは、dbExpress から FireDAC

への変更方法について説明する。変更す
る dbExpress の照会画面の構成は、【図
20】のとおりである。

この照会画面の構成や機能は、前述し
た BDE の照会画面と同じである。また、
使用しているコンポーネントと設定して
いるプロパティについては【表 3】と【図
21】のとおり、検索実行時のソースにつ
いては【図 22】のとおりである。

BDE との大きな違いはデータを表示
する際に、TDataSetProvider コンポー
ネントと TClientDataSet コンポーネン
トを使用している点である。これは
dbExpress を使用して、直接画面にデー
タを表示する際に必要な構成となってい
る。

以下に、dbExpress を使用している

了である。

②�デ ー タ 表 示 処 理 を BDE か ら
FireDACへ変更
次に、TFDTable コンポーネントの

Connection プ ロ パ テ ィ に、TFD 
Connection コンポーネントが指定され
ていることを確認し、TableName プロ
パティに参照するファイル名を設定す
る。

このプログラムでは、TFDConnection
コンポーネントにライブラリ名を指定し
ていないため、リストから選択するので
はなく、ファイル名を直接設定する。あ
とは TDataSource コンポーネントの
DataSet プ ロ パ テ ィを、TTable か ら
TFDTable に変更する。【図 13】

最後に、【図 14】のようにソース上で
TTable コンポーネントを使用している
部分を TFDTable コンポーネントに変
更すれば、変更は完了となる。

変更したプログラムを実行すると、
FireDAC の仕組みで IBM i のデータを
照会可能なことが確認できる。【図 15】

ただし明細表のタイトル行やデータ
書式を設定している場合、それが反映さ
れていないはずである。

そのため、TFDTable コンポーネン
トで各フィールドの詳細設定を行う必要
がある。項目ごとに DisplayLabel プロ
パティや DisplayFormat プロパティ等
を設定していくのは面倒な作業だが、移
行の場合はすでに BDE の TTable コン
ポーネントのフィールドに設定されてい
るはずなので、それをコピーすればよい。
【図 16】のように、TTable コンポー

ネントと TFDTable コンポーネントの
フィールドエディタを開き、TTable コ
ンポーネントの全フィールドを選択した
あと、コピー＆ペーストで TFDTable
コンポーネントのフィールドエディタへ
貼り付ける。これだけでフィールド設定
情報のコピーは完了である。TFDTable
コンポーネントの各フィールドのプロパ
ティを確認すると、TTable の設定がす
べてコピーできているとわかる。

再度プログラムをコンパイルして実
行すると、変更しているプログラムに
よっては、【図 17】のようなエラーの出
るケースがある。これは、FireDAC の
データ型（数値）のマッピングルールが、
これまでのデータベースエンジンと異な
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完了である。

4.�まとめ
本稿では FireDAC の特徴や基本的な

使用方法を確認し、BDE や dbExpress
で作成されている既存プログラムからの
移行ポイントを説明した。

BDE や dbExpress でプログラムを開
発された経験があれば、FireDAC がこ
れまでとほとんど同じ構成で使えること
を確認いただけたと思う。既存のプログ
ラムを FireDAC へ移行する場合はいく
つかのポイントがあるが、Delphi/400
は非常に互換性が高いので、定型的な作
業で簡単に変更できる。　

本稿のノウハウを参考に、既存プログ
ラムやこれからの新規開発で FireDAC
を活用していただければ幸いである。

 M
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1.はじめに
Delphi/400 は、ビジュアルプログラ

ミングと呼ばれる開発手法でアプリケー
ションを作成する。ビジュアルプログラ
ミングとは、コンポーネントをフォーム
に配置し、プロパティを定義したうえで、
必要に応じたユーザーのアクション（マ
ウスをクリックする、キーボードで入力
するといった操作）に対し、イベントハ
ンドラと呼ばれるプログラムをコーディ
ングしていく手法である。

この Delphi/400 のコーディングに使
用 す る の が、Object Pascal で あ る。
Object Pascal は、もともと教育用とし
て開発された Pascal 言語をオブジェク
ト指向プログラミングが行えるように拡
張したもので、シンプルな文法やデータ
型の厳格な型チェックを採用しているの
が特徴である。

Delphi/400 は、これまでのバージョ
ンアップでさまざまな機能拡張を実施し
ているが、Ver.2009 以降では、文法に
ついても多くの新しい記述方法が追加さ

れている。
本稿では Ver.2009 以降に追加された

文法について、具体例とともに説明する。

2.�文法の高度な機能
（Delphi/400�
Ver.2009以降）

Delphi/400 Ver.2009 では、それ以前
のバージョンまでの Shift-JIS ベースで
あった文字コード体系が Unicode ベー
スに大きく変更された。

このバージョンでは文字コード体系
の変更とともに、ジェネリクスならびに
無名メソッドという大きな文法の進化も
見られる。以下に、この 2 つの概要なら
びに活用例を説明する。

2-1. ジェネリクスとは
ジェネリクスとは一言でいうと、特定

の型に依存しない実装を行うプログラミ
ングスタイルのことである。具体例とし
て、たとえば Integer 型の変数 A、B と
Change メソッドをもつ TIntChange ク

ラスを考えてみる。【図 1】
Change メソッドは、変数 A と B の

値をひっくり返すだけの簡単な処理であ
る。このクラスを使用するプログラムの
実装例は、【図 2】のとおりである。

このプログラムを実行し、ボタンをク
リックすると、初期セットされた A ＝
100、B ＝ 200 の値がひっくり返り、画
面上には結果として、A ＝ 200、B ＝
100 が表示される。

ここでは変数 A、B に Integer 型の
整 数 値 を 使 用 し た が、 も し こ れ を
Double 型や String 型にしたい場合、そ
れぞれのデータ型用のクラスを追加す
る。【図 3】
【図 1】と【図 3】を比べると、デー

タ型が異なる以外はまったく同じ処理で
あるとわかる。このように処理自体は変
わらないのに、データ型が異なるために
それぞれのクラスを作成するとなると、
あらゆるデータ型への対応が必要にな
る。

こうしたケースで便利なのが、ジェネ
リクスである。【図 1】のプログラムを
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用例を、【図 9】で説明する。
まず宣言部を確認する。ここでは、1

つの String 型引数をもつ手続き型の無
名メソッドが保持できるデータ型とし
て、TStrProc 型を宣言している。

次に実装部を見ると、変数宣言部分
（var）で、TStrProc 型の変数 pProc を
宣言しているのがわかる。そして、この
無名メソッド変数 pProc に対して、名
前のない手続き（procedure）を代入し
ている。こう記述することで、通常の値
を変数に代入するのとまったく同じ記述
方法により、手続きや関数を変数に代入
できる。

なお、無名メソッド変数に手続きや関
数を代入した時点では、まだ無名メソッ
ドは実行されない。実際に無名メソッド
が実行されるのは、「pProc（‘テスト’）;」
のように変数を使用したときである。

このように、無名メソッドは変数に代
入できるのだが、それだけではなく、手
続きや関数の引数に無名メソッドを渡す
こともできる。具体例を、【図 10】で説
明する。

ここでの宣言部では、Integer 型の引
数を 2 つもつ関数型の無名メソッドが保
持できるデータ型として、TCalcFunc
型を宣言している。

実装部には、Calculate 手続きを作成
しているが、このサブルーチンは、2 つ
の整数の引数とともに TCalcFunc 型の
引数を使用しているのがわかる。

つまりこのサブルーチンは、呼び出し
側で定義された無名メソッドを受け取っ
て処理を実行する。Button2 の OnClick
イベントでは、Calculate 手続きを 2 回
呼び出している。それぞれ引数として、
異なる 2 つの値とともに、異なる無名メ
ソッドを渡している。

このプログラムを実行して、Button2
をクリックすると、メッセージボックス
に計算式の異なる 2 つの処理結果が表示
される。【図 11】

このように無名メソッドを使用する
と、通常の変数等と同じように手続きや
関数を引数として渡せる。

2-4. 無名メソッド活用例　
次に、名前をもたない無名メソッドに

ついて、サブルーチンに対して無名メ
ソッドを渡す仕組みの活用例を説明す
る。

ている。
便 利 な の は、Add メ ソ ッ ド に は

Integer 型の値以外はセットできないこ
とである。ジェネリクスで実際の型が決
定すると、その型のみが使用できる。

さらに配列に対してリストを使用す
るメリットの 1 つとして、ソートが簡単
に行える点がある。【図 7】で、リスト
に値を追加した後に、「iList.Sort;」と 1
行追加すると、整数値の昇順にリストが
並び替わる。ソートを配列で実現しよう
とすると、ロジックを作成せねばならな
いので、こうした場合にリストを使用す
るメリットがある。

も う 1 つ の 例 は、TDictionary
＜TKey,TValue＞である。このクラス
はキーと値のセットをコレクションとし
て扱う。こちらも実装例を、【図 8】で
説明する。

こ の プ ロ グ ラ ム で は、 キ ー に は
String 型 を、 値 に は TCustomer 型

（Record 型 ） を 指 定 し て い る。
TDictionary の場合も、コレクションの
追加は Add メソッドで可能である。要
素へのアクセスは、キー値を指定すれば
よい。

またこのコレクションクラスは、デー
タ の 検 索 も 容 易 で あ る。 た と え ば
TryGetValue メソッドを使用すると、
存在しないキーを指定した場合、結果が
False となるので、入力妥当性チェック
にも活用できる。リストの場合と違い、
ディクショナリはキーを指定して任意の
データにアクセスできるので、応用範囲
が広い。

こ こ ま で、TList ＜T＞ な ら び に
TDictionary ＜TKey,TValue＞を説明
したが、これらのコレクションは使用時
のデータ型に、値型を想定したものであ
る。クラス型オブジェクトを想定した
TObjectList ＜T: class＞ や TObject 
Dictionary ＜TKey,TValue＞も用意さ
れているので、用途に合わせて使い分け
ると効果的である。

2-3. 無名メソッドとは
無名メソッドとはその名のとおり、名

前 が つ い て い な い procedure や
function のことである。通常変数には、
値をセットできるが、無名メソッドを使
用すると、手続きや関数自体を変数に
セットできる。無名メソッドの簡単な使

元にジェネリクスを使用したのが、
【図 4】である。

宣言部を見ると“＜T＞”となってい
るが、これが仮のデータ型を表しており、
T という名前で宣言されている（このシ
ンボル T は慣例としてよく利用される
が、シンボルとして有効な名称であれば
制限はない）。

このようにクラス上では仮のデータ
型で宣言や実装を行い、クラスを使用す
るプログラム側で使用したいときに、実
際のデータ型を指定できる。【図 5】

この仕組みを使用すれば、どんなデー
タ型で処理が必要となっても同じクラス
が利用できる。これがジェネリクスと呼
ばれるものである。

2-2. ジェネリクス活用例
以下に、活用方法について考察する。

最もよく使用されるのがコレクションで
ある。

コレクションとは、複数の要素の集ま
りのことである。Delphi/400 でおそら
く一番よく使用されているコレクション
は、TStringListである。TStringListは、
文字列のリストを扱うクラスである。こ
のコレクションを使用すると、文字列を
動的配列として扱える。【図 6】

ここではリストに対して Add メソッ
ドを使用することで、文字列をリストに
追加している。追加されたリストは、配
列と同じように要素番号を指定すること
で、各要素値が取得できることがわかる。

ジェネリクスコレクションクラスで
ある TList ＜T＞を使用すると、これと
同じようなことが任意のデータ型で行え
る。ジェネリクスのコレクションを使用
す る に は、uses 節 に Generics.
Collections を追加すればよい。このユ
ニットには、TList ＜T＞をはじめとす
るいくつかのジェネリクスコレクション
クラスが定義されているので、これらを
使用できる。

TList ＜T＞を使用したリストのプロ
グラムは、【図 7】のとおりである。

このプログラムでは TList ＜Integer＞
と定義しているので、Integer 型の値を
リストとして扱える。【図 6】と比較す
れば明らかだが、TStringList の場合と
まったく同じ手法で、数値に対する動的
配列が実現できる。Add メソッドで、
Integer 型の値を直接リストにセットし
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ので、既存機能の拡張を意識することな
く、そのまま使用できる。

たとえば Integer 型のレコードヘルパ
である TIntegerHelper を使用すると、
変 数 i に 対 し て、「ShowMessage

（i.ToString）;」のように記述できる。
このようにレコードヘルパを使用する
と、変数などに対して直接メソッドが記
述できるので、コードの見通しがよくな
る。

なお、このようにすぐに使用できるレ
コードヘルパは、SysUtils ユニットに
定義されている。Delphi の開発元であ
るエンバカデロ・テクノロジーズ社が提
供するオンラインヘルプ（DocWiki）
の SysUtils ユニットページを参照し、

「レコードヘルパ」でページ検索すれば、
定義済みのレコードヘルパを確認でき
る。【図 16】

このレコードヘルパは、独自の定義も
可能である。

IBM i（AS/400）を活用するアプリ
ケーションでは、日付値を示すデータ
ベースのフィールドとして数値 8 桁を定
義することが多い。しかし Delphi/400
では、日付値は TDate 型を使用するの
が一般的である。そこで以下に、TDate
型の日付値を Integer 型に変換するレ
コードヘルパの作成手順を説明する。

まず、宣言部に TDate 型のレコード
ヘルパクラスと、そのなかに機能となる
メソッド（ToInteger メソッド）を宣言
する【図 17】。宣言が完了したら、［Ctrl］
＋［Shift］＋［C］を押下し、実装部の
テンプレートを作成のうえ、メソッド内
に実装を記述する。【図 18】
【図 18】の実装例を見ると、Self とい

うキーワードがあるのがわかる。この
Self には、メソッドが実行される際の
TDate 型の日付値がセットされる。こ
こでは Self で指定された日付値に対し、
FormatDateTime 関数を使用して、いっ
たん 8 桁の文字列に変換したのち、
StrToInt 関数で整数値に変換している。

レコードヘルパが完成すれば、使用方
法は簡単である。たとえばフォーム上に
ある TDateTimePicker（日付入力コン
ポーネント）にセットされた TDate 型
の値を、Integer 型の値として取得する
のは、【図 19】のようなコードで記述で
きる。

TDate 型の値に対し、直接 ToInteger

3.�最新文法活用TIPS
（Delphi/400�
Ver.2010以降）

ここからは、Delphi/400 でプログラ
ミングする際に便利な 2 つの文法活用
TIPS を説明する。どちらもプログラム
開発で非常に有用なので、ぜひ参考にし
てほしい。

3-1.   レコードヘルパ、クラスヘルパに
よる既存機能の拡張（Delphi/400 
Ver.2010 以降）

Delphi/400 は、データ型の取り扱い
が厳格である。

たとえば、String 型と Integer 型と
で相互代入はできない。Integer 型の変
数iに、演算結果として整数値123がセッ
トされていると、「ShowMessage（i）;」
という手続きは、コンパイルエラーとな
る。

これは、ShowMessage 手続きの引数
が String 型を要求しているにもかかわ
らず、Integer 型の変数をセットしてい
るから発生するエラーである。では、プ
ログラムのなかで演算された結果をメッ
セージボックスに表示するには、どうす
ればよいだろうか。

この場合、データ変換関数を使用する
の が 一 般 的 で あ る。 先 の 例 で は、

「ShowMessage（IntToStr（i））;」 と
記述すれば、演算結果をメッセージボッ
クスに出力できる。このようにデータ変
換の機能がサブルーチンとして定義され
ているので、それを利用する。しかしデー
タ変換を行うのに、その都度サブルーチ
ンを使用するのは、いささかプログラミ
ングが面倒である。

そこで Delphi/400 Ver.2010 以降に
は、レコードヘルパという機能が用意さ
れている。これは特定のレコードに対し
て、機能拡張をサポートする。通常、既
存機能の拡張というと、オブジェクトク
ラスに対して「継承」を利用するのが一
般的だが、レコードヘルパを使用すると、
String 型や Integer 型といった組み込
みデータ型に対しても機能を拡張でき
る。

とくに Delphi/400 Ver.XE5 以降の
Object Pascal で は、TIntegerHelper
や TStringHelper といった定義済みの
レコードヘルパクラスが用意されている

IBM i（AS/400）をはじめ、各種デー
タベースに対して更新処理を行うような
場合、たとえば dbExpress 接続では、【図
12】のような処理を記述することが多
い。

このプログラムのように、データベー
スへの更新処理は大きく次の 3 つから構
成される。

①トランザクションの開始
② データの登録／変更／削除等の更新処

理
③ トランザクションのコミット（②でエ

ラーの場合ロールバック）

たとえば受注と売上の各更新処理が
ある場合、一般にそれぞれの更新処理で
①②③を記述する。しかしデータベース
への更新内容が異なっても、②が異なる
だけで、①と③は共通の処理となる。【図
13】

この場合に役立つのが、無名メソッド
である。②の部分を無名メソッドとして、
データベース更新処理の共通サブルーチ
ンの引数とすればよい。【図 12】のプロ
グラムを修正し、無名メソッドを使用す
る例を、【図 14】で説明する

このプログラム例では、引数のデータ
型を TProc 型としているが、これは引
数をもたない手続き型の無名メソッド用
にあらかじめ用意されたデータ型なの
で、これを使用すれば、とくに型の宣言
をせずに無名メソッドが使用できる。
【図 14】で定義した DataUpdate メ

ソッドを呼び出すプログラムは、【図
15】のとおりである。ここでは更新処理
自体の無名メソッドを引数にセットし
て、DataUpdate メソッドを呼び出して
いるのがわかる。

以上、無名メソッドの使用例として、デー
タベースの更新処理を説明したが、ほかに
よく使用される無名メソッドの活用方法とし
て、TThread.CreateAnonymousThread
と無名メソッドを使用したスレッド（並
列）処理がある。

これについては、2015 年版ミガロ．
テクニカルレポートにある『マルチス
レッドを使用したレスポンスタイム向
上』で詳しく説明しているので、そちら
を参照してほしい。
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のプログラミングが少し面倒であった
が、このユニットが追加されたことで扱
いが簡単になった。

まず、TDirectory クラスについて説
明しよう。TDirectory はディレクトリ
を操作するクラスである。たとえば、こ
のクラスにはクラスメソッド Delete が
用意されており、これを使用すると特定
フォルダを簡単に削除できる。【図 28】

System.IOUtils は標準で uses 節に含
まれていないので、個別に追加する。こ
うすれば、あとはクラスメソッドを呼び
出すだけで使用できる。

このメソッドが便利な点は、フォルダ
内にサブフォルダやファイルが存在して
いたとしても、一括削除できることだ。
Delphi/400 Ver.2009 以前の場合、同じ
処理を実現するのに次のようなサブルー
チンを作成する必要があった。

［フォルダ削除サブルーチンの処理ロ
ジック］
① 削除しようとするフォルダ内のすべて

のファイルおよびフォルダを検索す
る

②  ファイルならば DeleteFile を用いて
削除し、フォルダならば再帰的に自身
の関数処理を呼び出す

③ フォルダの中身が空になったところ
で、RemoveDirectory を用いてフォ
ルダを削除する

TDirectory クラスの追加により、簡
単にフォルダ削除ができるようになっ
た。 ほ か に も フ ォ ル ダ の コ ピ ー

（TDirectory.Copy（）メソッド）や移
動（TDirectory.Move（） メ ソ ッ ド ）
も用意されている。

次に、フォルダ内に含まれるファイル
を一覧取得する処理を考えよう。これも
Delphi/400 Ver.2009 以 前 で は、
FindFirst 関数や FindNext 関数を使用
しながらファイル名を取得し、サブフォ
ルダについては、再帰処理を行う必要が
あった。しかし System.IOUtils を使用
すると、TDirectory.GetFiles メソッド
で容易に取得できる。【図 29】

TDirectory.GetFiles メソッドの引数
に検索オプション（soAllDirectories）
を付与するだけで、サブフォルダまで含
めた一括検索ができる。

また【図 29】のソースでは、for in 

ラスに一切手を加えることなく、新しい
機能が追加できるので、汎用ユニットと
して定義できる。

3-2.   ランタイムライブラリ（RTL）を活
用したプログラム作成法

Delphi/400 でプログラムを記述する
際、前述した IntToStr 関数などのデー
タ変換関数を使用することが多い。では、
なぜ作成するプログラムで、IntToStr
関数が使用できるのだろうか。

VCL と FireMonkey のそれぞれで、
新規プロジェクトを作成し、作成直後の
Form1 ユニット（Unit1.pas）を見ると、
どちらもほぼ同じ構成であるのがわか
る。【図 25】【図 26】

構成のなかで異なるのは、uses 節の
部分である。Object Pascalでuses節は、
プログラムの実行に必要なほかの参照 
ユ ニ ッ ト を 表 し て い る。VCL か
FireMonkey かで、使用するビジュアル
コンポーネントのフレームワークが異な
るので内容も違っているのだが、よく見
る と System.SysUtils、System.
Variants、System.Classes の各ユニッ
トはどちらのプロジェクトにも含まれて
いるのがわかる。

冒 頭 の IntToStr 関 数 は、System.
SysUtils ユニットに定義された関数で
ある。つまり、IntToStr 関数が使用で
きるのは、ユニット参照されているから
である。この IntToStr 関数のようなア
プリケーション開発で一般に使用される
サブルーチンは、ライブラリとして提供
されており、Delphi ランタイムライブ
ラリ（RTL）と呼ばれている。

この RTL には多彩な機能が実装され
ており、プログラムで多様な機能を実現
できる。RTL の多くは System ユニッ
トスコープに定義されており、DocWiki
を参照しても多数のユニットが用意され
て い る（http://docwiki.embarcadero.
com/Libraries/Seattle/ja/System）。

【図 27】
このなかで、知っておくと役立つ

RTL を以下に説明する。

（1）‌‌System.IOUtils
（Delphi/400Ver.2010以降）

System.IOUtils は、Delphi/400 
Ver.2010 以降に追加された RTL であ
る。以前はディレクトリやファイル操作

メソッドを記述して Integer 型の値に変
換できている。もちろん同様のことは、
TDate 型の値を Integer 型に変換する
ためのデータ変換関数（function）を作
成し、その関数を使用しても実装できる
が、レコードヘルパを使用したコードの
ほうが読みやすいのは一目瞭然である。

ここで説明した例は、TDate 型を
Integer 型に変換するレコードヘルパだ
が、もちろん Integer 型を TDate 型に
変換するレコードヘルパも作成可能であ
る。その場合、【図 20】のような処理が
考えられる。

ただし、レコードヘルパは 1 つのデー
タ型に対して 1 つしか使用できない点に
注意が必要である。Delphi/400 Ver.
XE5 以降には、あらかじめ定義済みの
TIntegerHelper が存在するので、【図
20】の宣言を参照するプログラムでは、
TIntegerHelper に定義されたメソッド
が使用できなくなる。

すでに存在するデータ型のレコード
ヘルパと共用したい場合は、Integer 型
に対するエリアス（別名）を定義すれば
よい【図 21】。ここでは、Integer 型の
エリアスとして TDateInt 型を定義して
いる。それにより、独自に定義した【図
21】のレコードヘルパを使用する場合に
は、TDateInt 型でキャストすればよい。

たとえば、日付整数値が格納された
Integer 型 の 変 数 i に 対 し て は、

「TDateInt（i）.ToDate」のように記述
できる。【図 22】

説明したのは組み込みデータ型に対
するレコードヘルパだが、クラスに対し
てもクラスヘルパが使用可能である。ク
ラスヘルパを使用すると、たとえば標準
のコンポーネントに対して簡単に機能を
追加できる。つまり独自の継承コンポー
ネントを作成することなく、機能拡張で
きるわけだ。

TEdit の親クラスであるTCustomEdit
に対して、データ型の変換機能を実装し
た例を、【図 23】で説明する。

このクラスヘルパを参照するプログ
ラムでは、TCustomEdit を継承した
TEdit 等の入出力コンポーネントに対
し、直接 TDate 型や Integer 型で値の
取 得 な ら び に 代 入 が 可 能 に な る。

【図 24】
このようにレコードヘルパやクラス

ヘルパを作成すると、元のレコードやク
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さ ら に Delphi/400 Ver.XE3 で は、
ZIP ファイルを扱うための System.Zip
が、Delphi/400 Ver.XE7 で は、JSON
文字列を扱うための System.JSON やイ
ンターネットエンコード、デコード処理
を行うための System.NetEncoding が
追加されており、バージョンアップのた
びに便利な RTL が拡充されている。

4.まとめ
本稿では、Delphi/400 のコーディン

グで使用される Object Pascal の新しい
文法に関するテクニックを取り上げて説
明した。

Delphi/400 のコーディングに普段か
ら使用している Object Pascal だが、本
稿執筆に際してあらためて文法を調べて
みると、Delphi/400 Ver.2009 以降で文
法が大きく強化されていることがわかっ
た。

本稿で説明した各文法は、いろいろな
局面で活用できるので、ぜひ今後のアプ
リケーション開発時のコーディング技法
としてチャレンジし、開発の幅を広げて
いただきたい。

 M

do ループを使用している点にも注目し
てほしい。従来からのカウンタ変数を使
用した for ループだけでなく、このよう
な配列などを使用した for ループ処理も
記述できる。

ほかにもパス名、フォルダ名、ファイ
ル名を操作する TPath クラスや、ファ
イルを操作する TFile クラスが用意さ
れている。Delphi/400 Ver.2009 以前で
は、ファイルをコピーする関数が用意さ
れておらず、Win32API を使用する必
要があったが、TFile.Copy（）メソッ
ドを使用すれば、API を意識せず簡単
に実装できる。

（2）‌‌System.RegularExpressions
（Delphi/400‌Ver.XE以降）

次に説明する S y s t e m . R eg u l a r 
Expressions は、Delphi/400 Ver.XE 以
降で使用可能な RTL で、いわゆる正規
表現を実現する。

正規表現とは、文字列の集合を 1 つ
の文字列で表現する方法で、たとえば郵
便番号やメールアドレスなど、特定の文
字列パターンで表せるものをチェックす
るのに利用することが多い。これを使用
したプログラムの例を、【図 30】で説明
する。

ここでは TRegEx クラスの IsMatch
メソッドを使用すると、文字列が指定さ
れた正規表現とマッチするかを確認でき
る。OnChange イベントなどで比較す
ると、入力途中の整合性チェックに活用
できる。

RTL はほかにもいろいろあるが、知っ
ていると便利なユニットを以下にいくつ
か説明する。

System.StrUtils は文字列処理関数が
含 ま れ て お り、 た と え ば LeftStr、
MidStr、RightStr 関数を使用すると、
Copy 関数を使わなくても、任意の位置
の文字列を容易に取得できる。

System.DateUtils は、日付処理関数
が含まれている。月末日を取得するのに、
従来は翌月 1 日の日付 -1 という取得方
法が一般的であったが、EndOfAMonth
関数を使用すると容易に取得できる。

System.Math は数値演算関数が含ま
れ て お り、 た と え ば 四 捨 五 入 は
SimpleRoundTo 関数で容易に実行でき
る。
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1.はじめに
基幹システムの構築では帳票機能が

不可欠であるが、最近ではプリンタに紙
で出力する従来の帳票機能ではなく、電
子帳票での開発も増えてきた。

電子帳票化を実現する場合、一番の目
的はコスト削減であることが多い。電子
化によって用紙はもちろん、トナーなど
プリンタ関連の消耗品にかかるコスト
や、その運用・保守費用を削減できる。
帳票の保管や閲覧がシステム上で行える
と、物理的なスペース制約や帳票紛失の
トラブル解決にもつながるので、業務的
なメリットは大きい。

また電子帳票であれば、ネットワーク
を通じて取引先にデータとして渡せるの
で、BtoB などで必要とされることも多
い。もちろん必要に応じて電子ファイル
から紙帳票として印刷もできる。総じて
デメリットは少ないといえる。

電子帳票の実現に際しては、専用の
パッケージソフトを導入する場合も多い
が、ソフトの仕様に帳票書式や業務を合

わせる必要があったり、社内システムと
の連携が難しいこともある。

そのため自社用のシステムを開発・運
用している場合は、そのシステムのなか
で電子帳票を実装する要望が多い。電子
帳票の開発には技術的にハードルの高い
イメージがあるが、Delphi/400 ではツー
ルの機能を活用して容易に実現できる。

本稿では電子帳票化テクニックとし
て、帳票を画像ファイルで出力する方法
と、電子帳票でとくに要望が多い電子
データ印を押印する手法について説明し
ていく。

なお電子帳票には pdf 形式や画像形
式があるが、本稿では画像加工のテク
ニックを扱うため画像形式を題材として
いる。もちろん Delphi/400 では、pdf
の出力も可能である。

2.�FastReportを使用
した電子帳票化

FastReport と は、Delphi/400 XE3
以降で新しくバンドルされた帳票ツール

である。
本稿では、社内ワークフローで使用さ

れる購入申請書をテーマに、FastReport
を使用して電子帳票（画像ファイル）を
作成する。作成する購入申請書フォー
マットは、【図 1】に示す。

Delphi/400 XE7 と FastReport を使
用して、以下のように電子帳票を作成し
ていく。

2-1. 帳票フォーマットの作成
電子帳票作成の準備として、印刷

フォームに TfrxReport コンポーネント
を貼り付ける。【図 2】

次に、レポートデザイナを使用して帳
票フォーマットを作成する。レポートデ
ザイナを起動するには、Delphi/400 の
開発画面に貼り付けた TfrxReport コン
ポーネントをダブルクリックする。【図 3】

レポートデザイナを起動したあとは、
自由に線（Line）、枠（Shape）、文字

（Memo）を使用してデザインする。
まずは線を引き、レイアウトのイメー

ジを作成する。

宮坂 優大
株式会社ミガロ.

システム事業部 システム1課

●はじめに
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●まとめ

［Delphi/400］

FastReportを活用した電子帳票�
作成テクニック

略歴
1982 年 11 月 19 日生まれ
2006 年 近畿大学 理工学部卒業
2006 年 4 月 株式会社ミガロ. 入社
2006 年 4 月 システム事業部配属

現在の仕事内容
主に Delphi/400 を利用したシス
テムの受託開発と MKS サポートを
担 当。Delphi お よ び Delphi/400
のスペシャリストを目指して精進す
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ラムが作成された。保存したあとは、帳
票表示用の画面を起動し、購入申請書の
電子帳票を画面表示できる（これも帳票
が電子ファイルであるメリットといえ
る）。【図 9】

また電子帳票でも紙の帳票と同じよ
うに、押印を必要とすることが非常に多
い。そこで次に、電子データ印を作成し、
この電子帳票に押印するテクニックを説
明する。
【図 9】のプログラム例では、表示さ

れた電子帳票の下にある「確認印」ボタ
ンを押すことで、電子データ印を生成し、
マウスで好きな位置に貼り付けられるよ
うにしている。

3.電子データ印の作成
電子データ印といっても、内容として

はデータ印を画像として作成するだけで
ある。

電子データ印作成の手順としては、ま
ずデータ印の枠、文字列を画像ファイル
として作成する。そして 2 つの画像ファ
イルを 1 つに合成することで、電子デー
タ印として完成する。この手法で電子
データ印を作成すれば、電子帳票上での
押印に使用できる。

3-1　電子データ印枠の作成
最初に、2 つの TBitmap コンポーネ

ントを配置する。1 つは電子データ印の
枠用（bmpBase1）、もう 1 つは電子デー
タ印に出力する出力日、名前、所属部署
など文字列用（bmpOver1）として使用
する。

そして TImage コンポーネントを配
置し、マウス操作で表示する電子データ
印のプレビュー用（imgEditor）として
使用する。

bmpBase1 と bmpOver1 はプログラ
ム内で生成し、imgEditor は TImage
コンポーネントを画面に貼り付ける。

【図 10】
まずは電子データ印の枠色、線の太さ

を設定する。Ellipse メソッドを使用し、
bmpBase1 に円を描画する。さらに、な
かにある2本線を追加で描画する。【ソー
ス 5】

これで、電子データ印の枠が完成であ
る。次に、この枠のなかに出力する文字
列の作成ポイントを説明する。

次に、帳票で実際の変数値をセットす
る。帳票フォーマット作成時に変数とし
て宣言した［VALUE001］に値をセッ
トする場合は、Script.Variables［（変
数名）］を指定する。【ソース 2】

もちろん IBM i や SQLServer などの
データベースから取得した値を設定する
ことも可能である。

データベースや配列を扱う方法につ
いては、2014 年発行のミガロ . テクニカ
ルレポート№ 7 にある『FastReport を
使用した帳票作成テクニック』で詳しく
説明しているので、参考にしていただき
たい。

ここまでで、帳票への出力内容が完成
したので、次に帳票を画像ファイルとし
て保存する手法を説明する。

2-3. 帳票画像ファイルの保存
通常、FastReport で作成した帳票は

「frxReport1.Print」メソッドを使用し、
プリンタへ印刷する。しかし本稿では電
子帳票として出力するので、画像ファイ
ルとしての保存方法を説明する。画像
ファイルの形式は、一般的に JPEG の使
用が多い。

FastReport で帳票を JPEG 画像ファイ
ルとして出力するには、TfrxJPEGExport
コンポーネントが使用できる。

まず、TfrxJPEGExport コンポーネ
ントを画面に貼り付ける【図 8】。次に、
TfrxJPEGExport コンポーネントにプ
ロパティを設定する。保存する画像品質
は、「Resolution」を指定する。【ソース 3】

帳票を出力するメインのロジックは、
【ソース 4】のとおりである。画像ファ
イルは Stream 形式を使って出力する。
ポ イ ン ト は、TfrxJPEGExport の
Stream に msJPEG として内部生成した

「TMemoryStream」を割り当てる点で
ある。

あとは、TfrxJPEGExport コンポー
ネントを TfrxReport コンポーネントの
Export メソッドを使用して、msJPEG
に画像ファイル情報を転送する（【ソー
ス 4】の①）。最後に、転送された画像ファ
イルを SaveToFile で任意の場所に保存
できる（【ソース 4】の②）。これで電子
帳票としての出力・保存が完成である。

これにより、購入申請の情報を画面で
入力し、「購入申請書を発行」ボタンを
押すと、電子帳票として保存するプログ

レポートデザイナの左側にあるコン
ポーネントパレットから描画を選択し、
ポップアップから線オブジェクトを選択
する。マウスでドラッグ＆ドロップする
だけで、簡単に線を引ける【図 4】。線
オブジェクトは縦もしくは横にしか引け
ないので、斜めの線を引く場合は対角線
を使用する。

次に固定文字列を貼り付ける。固定文
字列をレイアウトに貼り付けるには、テ
キストオブジェクトを使用する。

コンポーネントパレットからテキス
トオブジェクトを選択し、文字を貼り付
けたい箇所をマウスでクリックする。そ
こでテキストを入力するダイアログが起
動するので、テキストタブに出力したい
文字列を入力する。【図 5】

日付や名前、データベースから取得す
る値を設定する場合も、固定文字列と同
じようにテキストオブジェクトとして貼
り付ける。

また、ダイアログ内で任意の変数を
［変数名］と記述することで、文字列を
プログラム内の変数として扱える（ソー
スは後述）。たとえば、［VALUE001］
のように設定できる。【図 6】

フッター部備考の下ラインは、破線で
設定する。破線で設定するには、該当の
線オブジェクトを選択し、「Frame ｜
Style」プロパティを fsDot で設定する。

【図 7】
最後に線オブジェクトとテキストオ

ブジェクトを組み合わせて、フォーマッ
トを作成していく。一通り帳票レイアウ
トの設計が完了すれば、そのままレポー
トデザイナを「×」ボタンで終了する。

これで帳票フォーマットは作成でき
たので、次にボタンを押下した際の出力
ロジックについて説明する。

2-2. 帳票データの出力
前述のように作成した帳票フォー

マットでは、変数として「VALUE001」
を宣言しているが、帳票出力時には注意
が必要である。変数を宣言している場合
には、必ず値を設定しておかねば、実行
時にエラーとなる。

そのため、初期化ロジックとして
InitVariables という手続きを作成し、
文字型であればブランクを設定し、それ
以外の型であれば 0 を設定しておくと、
値の設定漏れを防げる。【ソース 1】
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票ファイルの高さに設定し、押印する電
子データ印を設定する。bmpOver2 は
Assign メソッドを使用すれば、電子デー
タ印画像を設定できる。【ソース 12】

4-2　電子押印機能の実装　
最 後 に、bmpBase2 の StretchDraw

メソッドを使って、bmpOver2 の押印
を実装する。これは電子データ印自体を
作成するときと同じ手法で、画像ファイ
ル同士を合成する。

あとは押印した電子帳票を出力する
TImage コンポーネントで読み込めば、
処理が完了である。【ソース 13】【図 15】

これで電子帳票の作成、およびそれを
応用した電子データ印の押印機能を実装
できた。ここまでの処理ロジックは、

【ソース 14】に実装ソース例をまとめて
いるので、参考にしていただきたい。

社内システムでは、このような電子帳
票を申請データとして保存し、ワークフ
ローとして承認者がさらに押印する仕組
みを構築することもできる。

5.まとめ
本稿では FastReport で電子帳票を作

成する方法や、データ印画像の作成方法、
電子帳票にデータ印を押印する方法を説
明してきた。ここで紹介したテクニック
を利用すれば、売上伝票や請求書、また
商品画像等の電子帳票の作成も可能であ
る。

画像や描画は一般には難しいプログ
ラム分野であるが、FastReport が画像
出 力 形 式 に 対 応 し て い る の で、
Delphi/400 では簡単に電子帳票を実装
できる。

冒頭でも述べたとおり、電子帳票化に
はメリットも多く、FastReport では開
発にも手間がかからない。帳票を開発す
る際には、電子帳票での出力も、主機能
の 1 つとして組み込む価値が十分にある
技術といえる。

 M

印の画像ファイルの完成である。
補足として、この電子データ印を画面

上で押印する際に、マウスでわかりやす
く表示する方法を説明する。

まずプレビュー用 TImage コンポー
ネント（imgEditor）の Picture プロパ
ティに電子データ印を読み込ませる。こ
こからはマウスが画面の帳票内にある場
合のみ、マウス位置に電子データ印を表
示する動作を実装していく。【図 13】

このマウスの動作は MouseMove、
MouseLeave イベントを使うことで、
簡単に実装できる。【ソース 10】

これで電子データ印の画像ファイル
と、押印する際の画面動作プログラムを
実装できた。

4.�電子帳票への押印機
能実装

2. で電子帳票の画像ファイルを作成
し、3. では電子帳票に押印する電子デー
タ印の画像ファイルを作成した。ここか
らは、この 2 つの画像ファイルを合成し、
電子帳票上での押印を実現していく。

4-1 画像合成の準備
画面の帳票上でのマウス動作処理ま

でを作成したが、さらにクリックした際、
その電子帳票と電子データ印の画像ファ
イルを合成する処理を行う。【図 14】

この処理のために、2 つの TBitmap
コンポーネントと 1 つの TJPEGImage
コンポーネントを用意する。2 つの
TBitmap コンポーネントのうち、1 つ
は電子帳票用（bmpBase2）、もう 1 つ
は電子データ印用（bmpOver2）、また
TJPEGImage コンポーネントは JPEG
ファイルとして取り扱うために使用する

（jpgBase2）。
はじめに、電子帳票ファイルが JPEG

形式かどうかをチェックする。JPEG 形
式だった場合には、Bitmap へ変換する
ために jpgBase2 に読み込み、その後、
合成用に bmpBase2 へ再度読み込ませ
る。Bitmap 形 式 の 場 合 は、 直 接
bmpBase2 に読み込ませる。【ソース 11】

JPEG、Bitmap 以外の画像ファイル
を扱う場合は、いったん WICImage 型
に読み込み直し、bmpBase2 にセット
することで対応する。

次に bmpBase2 の幅、高さを電子帳

3-2　出力文字列の作成
電子データ印内に出力する文字列は、

内容としてはただの文字であるが、画像
化するため、フォントサイズや幅などの
調整が重要になる。出力する文字列の内
容は、上段に所属部署、中段に日付、下
段に名前である。【図 11】

まず、上段に表示する所属部署の文字
列を調整する。長い部署名になると、電
子データ印の枠からはみ出すので、文字
列の長さによってフォントサイズを変更
する必要がある。

このプログラムでは、半角 8 文字ま
で出力できるように調整している。半角
1 〜 6 文字ならフォントサイズ 15、半
角 7 〜 8 文字ならフォントサイズ 11 を
設定する。これは電子データ印のサイズ
や、出力する文字列の想定によって変
わってくる。

フォントサイズを決定したあとは、
Canvas.TextOut で文字列を出力する。
第 1 引数は X 座標の位置、第 2 引数は
Y 座標の位置、第 3 引数は出力する文字
列を指定する。X 座標の位置は、出力す
る文字列の長さによって調整する。【ソー
ス 6】

次は、中段に表示する日付の文字列で
ある。日付については、「YYYY/MM/
DD」形式の半角 10 文字固定で出力す
るので、フォントサイズの調整は不要で
ある。【ソース 7】

最後は、下段に表示する名前の文字列
を調整する。電子データ印に表示する名
前は、所属と同様にフォントサイズを調
整し、bmpOver1 の Canvas に出力する。

【ソース 8】
これで電子データ印に出力する文字

列の調整が完了である。

3-3　電子データ印画像の作成
ここまでの作業で、　電子データ印の

枠（bmpBase1）と電子データ印の文字
列（bmpOver1）が準備できた。この 2
つを合成することで、電子データ印が完
成する。【図 12】

画像を合成するには、StretchDraw
メソッドを使用する。画像ファイルの合
成は、単純に bmpBase1 の Canvas に
bmpOver1 を 描 画 す る だ け で あ る。

【ソース 9】
これで 2 つの画像ファイルを 1 つの

画像ファイルに合成できた。電子データ
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1.はじめに
最近よく耳にする IoT（Internet of 

Things）とは、モノとインターネット
をつなげて、データ収集、情報発信、自
動的な運用動作などに活用する技術・考
え方である。

PC やスマートデバイスであれば、も
ちろんそれ自体がネットワークを通じて
情報を発信できるが、IoT ではこれまで
ネットワークに接続していなかったモノ
こそが、重要な対象になる。【図 1】

たとえば最近では、リストバンドで脈
拍や移動距離などがネットワークで連携
され、健康管理をスマートフォンで行え
るような IoT ソリューションが増えて
きた。

また車がネットワークにつながるこ
とで走行履歴、ガソリンの量、渋滞・災
害情報などをリアルタイムに把握し、そ
の状況に応じて最適なルートをナビゲー
ションするアプリケーションも研究され
ている（IoT によるカーナビの進化）。

IoT は定義としては非常に広いが、こ

うした技術や考え方が基盤となってい
る。そこでは、さまざまに電子化が進む
なか、モノがどのように情報を発信する
かが重要な鍵になる。

情 報 を 発 信 す る 機 器 の 1 つ に、
Beacon がある。たとえば店舗に行くと、
タイムセール情報や割引クーポンの情報
が受信できるスマートフォンのアプリ
ケーションが増えてきた。そうしたサー
ビスの多くで、Beacon が使用されてい
る。

IoT イコール Beacon というわけで
はないが、場所に特化した IoT 技術と
して、最近とくに注目されている。

こうした状況を背景に、本稿では IoT
で活用されている Beacon の技術を題材
とする。Beacon の基本的な情報から、
IoT プログラムとして活用するため、
Delphi/400 による実装方法などについ
て説明する（本稿では Beacon に対応し
たコンポーネントの使用が中心となるの
で、Delphi/400 の バ ー ジ ョ ン は 10 
Seattle を対象にする）。

2. IoTとBeacon技術
2-1. Beacon とは

Beacon は、Bluetooth の信号を発信
する機器である。その信号は数秒に1回、
半径数十メートル範囲に発信される。た
だし普通の Bluetooth だとすぐに電力を
使い果たしてしまうので、Beacon では
Bluetooth Low Energy（BLE）という、
極力電力を使わない規格を使用してい
る。【図 2】

Beacon を使ったシステムでは、ス
マートフォンなどにインストールした専
用アプリケーションでその信号を受信
し、それをトリガーにして処理する（プ
ログラムが動作する）仕組みとなってい
る。

Beacon を使う前提は、受け手が対応
するアプリケーションをもっていて、
Bluetooth を ON にするだけである。特
別な操作は必要なく、信号に自動で反応
するシンプルさが Beacon の魅力であ
る。

次に、こうした Beacon を使った活用

吉原 泰介
株式会社ミガロ.

RAD事業部 技術支援課

●はじめに
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Beacon技術によるIoT活用の第一歩
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活用できないことが多い。
一方 Beacon は機器の配置を前提とす

るが、屋内で独自の位置を算出できるの
で、施設などでの精密な位置サービスに
向いている。

次に、こうした Beacon 技術を Delphi/ 
400 により実装して活用する方法を検証
していく。

3. Beaconを活用する
プログラム開発

3-1. Beacon がもつ信号情報
まず Beacon をプログラムで扱ううえ

で、Beacon がどのような信号を発信し
ているかについて説明する。

Beacon 機器が発信する信号の識別に
は UUID、Major、Minor の情報が含ま
れている。これは Beacon 機器に設定す
るもので（設定方法は機器によって異な
る）、任意に指定できる。

一般には、下記のようなルールで設定
することが多い。

● UUID：施設レベルで一意
●   Major：フロア／エリアレベルで一

意
●   Minor：施設、フロア内での機器と

して一意

もちろん任意のルールで設定もでき
るが、こうした体系を組んだ指定のほう
が、システムで組み込む際にどの施設の
どのフロア（あるいはエリア）の機器か
をわかりやすく管理できる。

3-2. Beacon で使用するコンポーネント
Delphi/400 10 Seattle では Beacon を

使うために、TBluetoothLE や TBeacon
というコンポーネントが用意されてい
る。

TBeacon では ID などを設定するだ
けで、対象の Beacon 機器に反応して動
作するアプリケーションを簡単に実装で
きる。

● TBluetoothLE コンポ―ネント
画面上にドラッグ＆ドロップするだ

けで、Beacon が使用する BluetoothLE
に対応できる

● TBeacon コンポーネント

くと所持しているスマートフォンにその
情報を通知するといった用途でも使われ
ている。実際に宮崎県立西都原考古博物
館では、Delphi で構築された Beacon
の館内案内システムが運用されている。

2-3. Beacon と類似する技術
Beacon のように信号を受信したり、

位置情報を扱う技術はほかにも存在す
る。ここからは通知サービスと位置サー
ビスを例にして、類似した技術と比較し
ながら Beacon の特徴を考えてみる。

【図 6】
まず通知サービスのように、近くで信

号を受信することでアプリケーションを
動作させる技術としては、NFC（Near 
Field Communication）が類似してい
る。

NFC は、超近距離無線通信機能によ
り通信する技術である。主に電子カード
の決済などに使われており、技術として
は似ているが、用途は Beacon と異なる。

Beacon と NFC の用途の違いとして
は、距離と動作対象数が挙げられる。
Beacon は十数メートルの範囲で機能す
るのに対して、NFC は接触に近い数セ
ンチの距離で機能する。そのため、
Beacon はざっくりとした広範囲動作を
得意とするが、NFC は近距離で精度の
高い動作を得意とする。

また、Beacon は機器とアプリケー
ションが 1 対 N で動作するのに対して、
NFC は 1 対 1 で動作させる。NFC が活
用されている Suica など、交通カードを
使った改札精算をイメージするとわかり
やすい。

そのため、場所を起点とした一括情報
サービスでは Beacon、電子決済など
個々の情報制御サービスでは NFC が使
われるといった違いがある。

また位置サービスの技術として広く
活用されているものとして、GPS があ
る。「位置サービス＝ GPS 技術」と連想
される場合も多い。しかし Beacon と
GPS では、得意とする分野が大きく異
なる。

Beacon が屋内の精密な位置情報検知
を得意とするのに対し、GPS は屋外で
の大まかな位置情報検知を得意とする。

また GPS は機器などの設備が不要な
半面、建築物などで電波が精密に受信で
きないため、屋内での位置情報検知には

事例について考えてみる。

2-2. Beacon の活用事例
一般に Beacon を使う場合、店舗や工

場内に信号を発信する Beacon 機器を設
置する。Beacon の活用用途としては、
主に 2 つが考えられる。1 つは情報の「通
知サービス」、もう 1 つは施設内におけ
る高精度な「位置サービス」である。

たとえば店舗を訪れた顧客が専用ア
プリケーションをインストールしていれ
ば、店舗に設置した Beacon 機器の信号
により、クーポンなどの特典を受信でき
るサービスが実現可能である。【図 3】

Beacon 機器から信号を受信したタイ
ミングで、サーバーから情報を送ったり、
受けたりできる。これが、「通知サービス」
である。こうしたアプリケーションは、
そ の サ ー バ ー と 連 携 で き る の で、
Beacon とインターネットを通じて IoT
としての活用につながる。【図 4】

情報を受け取るだけではなく、たとえ
ばオフィスでの活用例としては、社内に
Beacon 端末を設置し、従業員が出社す
ると自動的に出勤時間を打刻するといっ
た勤怠管理の仕組みにも応用されてい
る。

最近では、いつも買い置きする特定商
品について Beacon を利用することで、
スマートフォンのアプリを経由して、自
動的にショッピングサイトに自動注文で
きるといった仕組みも開発され始めてい
る。

また、配置された Beacon 機器の信号
をアプリケーションで受け取るというこ
とは、その機器の近くで行動していると
推定できる。これを応用した技術が、「位
置サービス」である。【図 5】

位置サービスでは、後述するように、
複数の Beacon で場所を特定していく必
要があるが、これによって店舗のどの商
品がある場所にいるか、どういった順番
で場所を移動しているかなど、行動情報
を蓄積してマーケティング分析にも利用
されている。

屋内での位置サービスをビジネスに
活用する例としては、大規模なショッピ
ングモールでの道案内をはじめ、工場や
倉庫など大きな施設内で作業工程上の動
線としても利用されている。

また美術館や公共施設の展示物の前
に Beacon 機器を設置し、利用者が近付
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アプリケーションを実行すると、【図
10】のように近接度に応じたメッセージ
を受け取れる。

OnEnter イベントは信号エリアに
入ったときのみ処理されるが、継続的に
Beacon 信号を処理したい場合には、
OnBeaconProximity イベントを使うと
ハンドリングが可能である。

3-4.   Beacon を 使 っ た 位 置 検 出
「BeaconFance」

次に、Beacon を使った「位置サービ
ス」について考えてみる。前節で大まか
な近接度判定について解説したが、位置
を検出するにはさらに高度な算出が必要
になる。

アプリケーションが動作するデバイ
スと Beacon 機器までの距離を算出する
場 合、Beacon の 出 力 電 波 強 度

（TxPower）と受信時の電波強度（RSSI）
を、所定の公式（フリスの伝達公式）で
次のように計算する。

＜ Beacon との距離の計算＞
距離＝ 10 ^ （（TxPower － RSSI） / 20）

通常、Beacon の位置情報アプリでは
こうした計算をプログラムで複雑に組む
必 要 が あ る が、Delphi/400 で は
System.Beacon.IBEACON.Distance に
メートル単位での距離を自動算出する機
能があるので、簡単に距離を割り出せる。

これによって Beacon 機器との距離は
扱えるが、位置という意味では正確では
ない。この距離は、Beacon 機器を中心
に円形状に発信された距離であり、方向
までは特定できない。【図 11】

そのため位置測位に関しては、必ず 3
個以上の Beacon 機器からの電波を計算
する三角測量技術を使うことになる。

三角測量については算出法が複雑な
ので、本稿では割愛するが、複数の
Beacon 機器からの距離を加味した演算
を繰り返し行う必要がある。

この位置測位を Delphi/400 で簡単に
解決するソリューションとして、Delphi
開発元のエンバカデロ・テクノロジーズ
社が販売する「BeaconFence」という
サードパーティ製品がある。コンポーネ
ントとして提供されているが、これを使
用すると、こうした位置測位演算ロジッ
クをプログラミングしなくても、ビジュ

れば、信号を受信して広告画像をアプリ
ケーションで表示する。また同時にサー
バーとのデータ連携が必要であれば、
TClientDataSet を使ってサーバーへ
データを登録するなど、IoT としてシス
テムを連携できる。【ソース 1】

信号を受信しなくなれば、OnExit イ
ベントで Visible を False にすることで
広告画像を非表示にできる。【ソース 2】

またアプリケーションの初期処理と
して Beacon 機能を有効にし、画像は非
表示にしておく処理を、フォームの
OnCreate イベントで作成しておく。

【ソース 3】
このプログラムを iOS や Android な

どのスマートデバイスに対してコンパイ
ルすると、アプリケーションは完成であ
る。アプリケーションを実行して対象の
Beacon 信号を受信すると、広告画像が
自動で表示される。【図 9】

ここまで画像の表示・非表示の単純な
実装方法を説明したが、同じイベントで
サ ー バ ー に 対 し て 処 理 を 行 え ば、
Beacon 機器の位置を起点にしてシステ
ムを動かせる。

たとえば、Beacon 機器を使った勤怠
管理システムがこうした単純な仕組みで
動作している。画像の表示の代わりに、
受信時刻で入室データを DB へ登録して
いるのである。

同様に、工場の生産工程で作業場所に
応じてチェック処理を自動的に起動した
り、倉庫の商品棚管理では位置を自動登
録するなど、場所を起点とした IoT シ
ステムで活用されている。

また単純な Beacon 信号の受信有無だ
けではなく、その信号電波の強弱によっ
て機器までの近接度を判別することもで
きる。

近 接 度（ABeacon.Procimity） は、
次の 4 段階で判定する。

● Immediate：0.5m 未満
● Near：0.5m 以上、1.5m 以下
● Far：1.5m より遠い
● Away：距離判定不能

近接度を OnEnter イベントで判定す
る方法を【ソース 4】に示すので、参考
にしてほしい。このプログラムでは、近
接度のメッセージを表示するように実装
している。

Beacon の信号情報を感知・判別して、
イベントを処理できる

3-3. Beacon を使ったプログラミング実装
Beacon を使ったプログラムを作成す

るにはコンポーネントの配置、コンポー
ネントの設定、そしてプログラミングに
よる処理作成が必要になる。ここでは、
Beacon の信号に反応して広告画像を自
動表示する簡単な通知サービス・アプリ
ケーションを題材に、実装方法を説明し
ていく。

まず、FireMonkey で新規のマルチデ
バイスアプリケーションを作成し、画面
フォーム上にTBeaconとTBluetoothLE、
TImage コ ン ポ ー ネ ン ト を 配 置。
TImage コンポーネントに、表示したい
広告画像を設定しておく。【図 7】

TBluetoothLE は貼り付けておくだけ
で BluetoothLE に対応できるので、特
別な設定は必要ない。

TBeacon では、簡単な設定とプログ
ラミングを実装する。

まず設定内容として、対象とする
Beacon 機器の UUID や Major、Minor
の値をプロパティに指定する（ID を機
器に設定していない場合は、3-1. を参
考 ）。TBeacon は ア イ テ ム と し て
MonitorizedRegions オブジェクトをも
つ の で、 こ の ア イ テ ム の Major、
Minor、UUID プロパティで非常にわか
りやすく設定できる。【図 8】

ID のデフォルト値は、-1 や 0 で設定
される。Major、Minor の -1 はすべて
を対象にするので、別のエリアで同じ
UUID 機器がある場合は注意が必要であ
る。

また DataSnap サーバーと通信する
場 合 は T S Q L C o n n e c t i o n 、
T D S P r o v i d e r C o n n e c t i o n 、
TClientDataSet などのコンポーネント
を 配 置・ 設 定 し て お く（ 本 稿 で は
DataSnap サーバーとの通信については
割愛する）。

次に、Beacon 機器の信号を受信した
際 の プ ロ グ ラ ム 動 作 を 実 装 す る。
TBeacon コンポーネントの基本的なイ
ベントは OnEnter、OnExit である。こ
のイベントで信号の受信成否を判定し
て、プログラミングが行える。

たとえば OnEnter イベントで TImage
コンポーネントの Visible を True にす
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が、Beacon で公共に信号を発信する場
合には、機密性の高いものは扱わないよ
うに注意すべきである。

もしセキュリティが必要な場合は、単
純に Beacon 信号を受発信するだけでな
く、アプリケーションが動作する条件を
システム的にガードする必要がある。た
とえば並行してユーザー情報をチェック
したり、ログ出力で重複利用を防ぐなど
の方法もセキュリティ的に有効である。

5.まとめ
本稿では、Beacon 機器の特徴や基本

情報の確認、IoT での活用例などを考察
してきた。また、そうした Beacon 機器
をシステム活用するためのプログラム実
装も、Delphi/400 では専用コンポーネ
ントにより非常に簡単であることを説明
した（通常は Bluetooth 情報を受け取る
部分から、すべて独自のプログラムとし
て開発する必要がある）。

Beacon も今後はさらに機能が進化
し、機器自体も低コスト化していくと思
われる。たとえば運用上の考慮点として、
電力について説明したが、現在では太陽
電池などで、交換電源を必要としない
Beacon 機器も開発されている。

この Beacon 技術は、東京駅構内での
ナビゲーションサービスの実証実験でも
使われており、これからの IoT 技術とし
て大きな期待が寄せられている。【図 17】

Beacon はユーザー操作を必要としな
いので、浸透すれば多くの施設やシステ
ムで利用できる可能性を秘めている。ま
だ技術展開が始まったばかりの IoT 分
野だが、今までにないユーザーインター
フェースやビジネスモデルを考えていく
うえで、Beacon は非常に画期的で興味
深い。Delphi/400 では簡単に実装でき
るので、IoT に取り組む第一歩として、
システム開発に活用していきたい。

 M

ンなどで測定もできる。テストしたうえ
で、競合していないことの確認が必要で
ある。

2 つ目のポイントは、モノによる電波
の干渉である。たとえば電波が壁にぶつ
かれば、反射した電波も存在するので、
場所によっては強い電波や弱い電波が混
在する。また水を多く含む物体（生物を
含む）は、電波を吸収しやすい。たとえ
ば Beacon とデバイスの間に人がいる
と、電波が吸収され、正しく電波を受信
できない可能性もある。【図 14】

そのため施設によっては、人が電波の
直線上に入らないよう天井などの上に配
置することも多い。ただしその場合は、
天井からの距離も電波に影響することを
考慮する必要がある。

3 つ目のポイントは、電力の確保であ
る。Beacon 機器の電力供給方法には、
主に電池型と給電型がある。【図 15】

通常、Beacon の設置は電源が近けれ
ば給電型が便利だが、位置情報を必要と
する場所では、電源が確保できない場合
も多い（たとえば屋外のイベントなど）。
そうしたケースでは、電池型がよく採用
されている。

電池は製品にもよるが、大体 1 年ぐ
らいはもつ。数が多いと残量チェックな
どは現実的ではないので、余裕のある定
期交換を前提に運用を考えるのが一般的
である。

4-2. Beacon のセキュリティ
Beacon のセキュリティ面について、

考えてみる。
前述したように、Beacon は UUID、

Major、Minor などの情報で識別される
が、その識別情報を知っていれば、意図
的に複製できる。

iPhone では、iPhone 自体を Beacon
機器として利用するアプリケーションが
AppStore で配布されている。プログラ
ム開発では、そうしたアプリケーション
で Beacon のテストが疑似的に行えるメ
リットがある。しかしこれは同時に、実
際の Beacon 機器についても「なりすま
し」が可能なことを意味する。

たとえばクーポンの Beacon 信号を複
製されると、不正にそのクーポンサービ
スを利用される危険がある。【図 16】

社内や工場内のシステムなどでは、あ
まり考慮する必要はないかもしれない

アルツール上の設定だけで位置サービス
のアプリケーションを開発できる。

【図 12】
BeaconFence は標準コンポーネント

ではないが、10 SeattleのGetItパッケー
ジマネージャに登録されており、簡単に
インストールできる。GetIt パッケージ
マネージャは、［ツール ￨GetIt パッケー
ジマネージャ］から起動して、対象製品
を選択するだけですぐに利用可能であ
る。【図 13】

ただし無償で使用できるのは、対象
Beacon 機器が 3 個までなので、実際の
運用時には有償のライセンスが必要であ
る。

4.Beaconの運用 
前項でプログラムでの実装ポイント

を考察したが、実際の運用ではアプリ
ケーションだけではなく、Beacon 機器
自体の知識・利用方法が重要になる。以
下では、Beacon 機器の運用上のポイン
トについて補足する。

4-1. Beacon の運用の注意点
Beacon 機 器 は 主 要 な 規 格 と し て

iBeacon や AltBeacon が あ り、
Delphi/400 では双方に対応している。

Beacon 機器は信号を発信することを
主な機能とするが、プログラムの実装で
も触れたように、受信するアプリケー
ション側は、その信号の強さなどによっ
て距離を判別している。

この信号の強さ（電波）はアプリケー
ションの動作に大きく影響するので、運
用上の考慮点をいくつか把握しておく必
要がある。

Beacon 機器の運用で注意すべきポイ
ントは、大きく 3 つある。

1 つ目のポイントは、周波数帯である。
Beacon は 2.4GHz の周波数帯を使用す
る機器であるが、この周波数帯は免許な
しで使用できるので、さまざまなデバイ
スが発している。代表的なものとして電
子レンジ、Wi-Fi、一部のデジタルコー
ドレス電話などがある。

Beacon を配置する場所では、こうし
た機器が使用しているチャネルが重複し
ないよう配慮する必要がある。どういっ
た周波数が使われているかは施設側に確
認するか、あるいは専用アプリケーショ
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1.はじめに
プログラム開発において、デバッグ作

業は非常に重要である。
デバッグとは、作成したプログラムに

バグがないかを確認するテストや、障害
が発生した際にプログラムを動かしなが
ら原因を調査する作業を意味する。つま
りデバッグに精通していれば、開発時に
バグを減らし、障害発生時に問題を早急
に解決できる。

SmartPad4i のプログラム開発では、
RPG、COBOL などの IBM i プログラ
ムがビジネスロジックの中心となるた
め、プログラム開発時のデバッグ作業は
5250 エミュレータ上で行える。使い慣
れた IBM i プログラム言語を使ってデ
バッグできるので、バッチジョブのデ
バッグ手順を知っていれば、開発時に困
ることはない。

しかしアプリケーションの運用中に
不定期に発生するエラーなど、再現でき
ない障害は、デバッグ作業で調査するの
が難しい。そういう場合は、調査のため

の知識と工夫が必要である。
また SmartPad4i の画面は HTML や

CSS で作成するので、JavaScript で機
能をカスタマイズすることも多い。そう
した JavaScript でのカスタマイズ部分
は、IBM i 側ではデバッグできないの
で、Web ブラウザ側のデバッグ機能を
知っていると、開発や調査で非常に役立
つ。

このようにデバッグ作業をいろいろ
な角度で行うほど、開発時のテストや障
害解決の精度を上げられる。そのために
は、デバッグや使用ツールについて知識
を深める必要がある。

本稿では、IBM i 側でのデバッグと
Web ブラウザ側のデバッグについて、
知っておくと役立つ情報・テクニックを
説明する。

2.  IBM iでのデバッグ
手法

2-1. IBM i プログラムでのデバッグ
SmartPad4i は 画 面 に は HTML を、

ビジネスロジックには IBM i プログラ
ム（RPG、COBOL など）を使って開発
する。デバッグ作業は IBM i 上で行え
るが、5250 画面の対話型ジョブではな
く、バッチジョブとして動作している。
対話型ジョブとは手順の若干違う部分が
あるので、注意が必要である。

まず、基本的な対話型ジョブのデバッ
グについて確認する（IBM i プログラ
ムのデバッグではこれが基本となる）。

デバッグ手順は、次のとおりである。

・ プ ログラム実行前にデバッグオプ
ションを設定

・コンパイル
・STRDBG コマンドを実行
・ソースにブレークポイントを設定
・ プログラムを動作させてデバッグ作 

業

これらの手順でポイントになる点を、
いくつか補足する。

國元 祐二
株式会社ミガロ.

RAD事業部 技術支援課

●はじめに
●IBM i でのデバッグ手法
●ブラウザでのデバッグ手法
●まとめ

［SmartPad4i］

Web & ハイブリッドアプリ開発で役立つ
IBM i & ブラウザデバッグテクニック

略歴
1979 年 3 月 27 日生まれ
2002 年 追手門学院大学文学部ア
ジア文化学科卒業
2010 年 10 月 株式会社ミガロ. 入社
2010 年 10 月 RAD 事業部配属

現在の仕事内容
JC/400、SmartPad4i、Business4 
Mobile の製品試験やサポート業務、
導入支援などを行っている。
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の設定は完了である。ただし応答するプ
ログラム側にも、システム応答リストを
利用するように設定する。

SmartPad4i プログラムが起動時に実
行する、SETENV の CL プログラムに
自動応答を追加するとわかりやすい。

【ソース 1】
以上で、定様式ダンプを自動出力する

設定は完了である。
SmartPad4i のプログラムを実行し

て、IBM i プログラム側でエラーが発生
した場合には、エラー発生時のダンプ内
容がアウトキューの QEZDEBUG に
QPPGMDMP のファイルとして出力さ
れる。【図 9】

出力されたダンプファイルを確認す
ることで、再現が難しい現象でも、あと
から発生原因を解析できる。特殊ではあ
るが、デバッグの手法としては、非常に
有効なテクニックである。【図 10】

3. ブラウザでのデバッグ
手法

3-1.   Web やハイブリッドアプリケー
ションのデバッグ

一般的に Web やハイブリッドアプリ
ケーションの開発では HTML、CSS、
JavaScript を利用する。

SmartPad4i でも、ビジネスロジック
は IBM i 側のプログラムで動作するが、
こうした Web 側のカスタマイズ開発も
可能である。

開発した HTML や CSS、JavaScript
がどのように動作・表示されるかを確認
するには、ブラウザで実際に実行するし
かない。ブラウザでの実行は簡単だが、
前述した IBM i プログラムのようにブ
レークポイントを設定して、プログラム
コードを追うようなデバッグ調査は行え
ない。

これまで、Web アプリケーション開
発ではこうした点が非常に面倒であった
が、最近のブラウザではデバッグ専用機
能が実装され、便利になっている。次に、
このブラウザ自体のデバッグ機能につい
て説明する。

3-2. ブラウザのデベロッパー・ツール
現 在 使 わ れ て い る ブ ラ ウ ザ に は

HTML や CSS、JavaScript を簡単にデ
バッグできるツールが搭載されている。

じように、STRDBG コマンド（デバッ
グ開始）を実行する。【図 3】

5250 エミュレータ上でソースが表示
されるので、ブレークポイントを設定す
る行を選択し、F6 キーを押下する。

ブラウザで SmartPad4i アプリケー
ションを操作すると、IBM i 側のプログ
ラム処理で停止してデバッグ調査が行え
る。【図 7】

こうしたデバッグ手法を知っていれ
ば、開発時のプログラム確認で非常に役
立つ。ただし問題となる動作を確実に再
現・実行できなければ、有効ではない。

たとえばアプリケーションの運用上
は稀に発生するが、テストでは再現でき
ない障害の場合は、IBM i プログラム側
で定様式ダンプを出力する手法が有効で
ある。

2-3. 定様式ダンプの活用
定様式ダンプとは、IBM i プログラム

のフィールドの内容、データ構造の内容、
配列やテーブルの内容、ファイル情報の
データ構造、およびプログラム状況の
データ構造を含むファイルである。

IBM i ではあらかじめプログラムに設
定しておくと、エラーが発生したときに、
定様式ダンプを自動で出力できる。この
機能を利用すると、エラーが発生したあ
とに出力された情報から原因を調査でき
る。

通常、IBM i プログラムでエラーが発
生した場合には、「ダンプを出力する」「終
了する」などのメッセージ応答を行える。
そのためこの応答を、自動的に「ダンプ
を出力する」で返すように設定しておく
必要がある。

応答の設定は、IBM i のシステム応答
リスト項目が有効である。システム応答
リストを利用すると、IBM i 側のプログ
ラムでエラーが発生した際に、自動的に
応答できる。

応答リストは、【図 8】のコマンドで
追加できる。使用する言語によって、設
定するコマンドが異なるので、注意が必
要である。

ADDRPYLE はシステム応答リスト
項目を追加するコマンドで、MSGID に
定義されたエラーが発生した際に、
RPY で 設 定 し た 応 答 メ ッ セ ー ジ を
SEQNBR 順に返す。

これだけでシステム応答リスト項目

コンパイル時のデバッグオプション
RPG/400 のプログラム作成の場合、

CRTRPGPGM コマンドでコンパイルを
実行時に、ソース・リスト・オプション
へ「*SRCDBG」を設定する。ILERPG
の場合は、CRTBNDRPG コマンドでコ
ンパイルを実行時、デバッグ用ビューに

「*SOURCE」を設定する。【図 1】
COBOL の場合、CRTCBLPGM コマ

ンドでコンパイルを実行時に、ソース・
リスト・オプションに *SRCDBG を設
定する。【図 2】

STRDBGコマンド
デバッグオプションを設定してコン

パ イ ル し た プ ロ グ ラ ム に 対 し て、
STRDBG コマンドを実行する。【図 3】

STRDBG コマンドを実行すると、
5250 エミュレータ上でソースが表示さ
れるので、ブレークポイントを設定する
行を選択して、F6キーを押下する。【図4】

プログラムを実行すると、設定したブ
レークポイントでプログラムが停止して
デバッグ調査が行える。対話型ジョブの
RPG や COBOL であれば、この手順だ
けでデバッグが可能である。

しかし SmartPad4i のアプリケーショ
ンは前述したとおり、バッチジョブとし
て動作するため、次にそのポイントを説
明する。

2-2. バッチジョブのデバッグポイント
バッチジョブのデバッグでは、前述し

たデバッグ手法に加えて、IBM i プログ
ラム実行前に、サービス・ジョブ開始

（STRSRVJOB）コマンドを使ってバッ
チジョブを指定する必要がある。

プログラム実行前には、通常の IBM i
プログラムと同様に、デバッグオプショ
ンを設定してコンパイルを実行する。

次に、SmartPad4i アプリケーション
を実行することで作成されるジョブの

「 ジ ョ ブ 」「 ユ ー ザ ー」「 番 号 」 を、
WRKACTJOB コマンドから取得する

（番号はブラウザのタイトルバーに表示
される）。【図 5】

ジョブの情報を取得したあと、5250
エミュレータ上で STRSRVJOB コマン
ド（サービスジョブ開始）を実行する。
引数には確認したジョブ、ユーザー、番
号を指定する。【図 6】

あとは対話型ジョブのデバッグと同
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3-5. 通信内容のチェック
デベロッパー・ツールには、Web サー

バーとブラウザ間の通信内容の詳細を確
認する機能も搭載されている。

デベロッパー・ツールの［Network］
タブを選択後に、SmartPad4i プログラ
ムからサーバーにリクエストを送信する
と、HTML、CSS、JavaScript ファイル、
画像ファイルなどサーバーから受信する
ファイルのリストが表示される。

これは、画像や外部定義のファイルが
読み込めない場合の確認に有効である。
パス記述の誤りや、ファイルがサーバー
に存在しないなどの誤りを即座にチェッ
クできる。【図 23】

画像ファイルが存在しない場合など
は、ブラウザ画面に表示されないので、
比較的簡単に特定できる。しかし外部定
義の CSS や JavaScript ファイルが読み
込まれていない場合には、気づかないこ
ともあるので、ネットワーク監視は有用
である。

また画面表示の過程で必要とされる
時間も確認でき、パフォーマンスの指標
としても利用できる。

3-6. 他のブラウザツール
本稿では Chrome に搭載されている

デベロッパー・ツールについて紹介して
きたが、Internet Explorer、Microsoft 
Edge、FireFox にも開発者ツールは搭
載されている。

それぞれにインターフェースは異な
るが、ここで紹介したような機能は
Chrome のデベロッパー・ツールと同じ
く標準搭載されているので、実際に利用
し て い る ブ ラ ウ ザ を 使 う の が よ い

【図 24】。もちろんこれらのツールも、
Chrome の「デベロッパー・ツール」と
同じく、ブラウザに標準で搭載されてい
る。

4.まとめ
以上、SmartPad4i を使った Web や

ハイブリッドアプリケーション開発で有
効なデバッグテクニックを説明した。

デバッグでは IBM i 側とブラウザ側
の両方で、さまざまな角度から調査する
ためのツールがすべて標準で用意されて
いる。これらのツールは非常に便利で、
優れた機能を備えている。

停止させられる。【図 15】
JavaScript の処理がブレークポイント

に到達すると、ブラウザの画面側は停止
状態になるので操作はできない。【図 16】

停止後は、右上のメニューで実行、停
止、ステップ実行が可能となり、プログ
ラムの実行内容を細かくチェックでき
る。【図 17】

また JavaScript のデバッグ時には、
コンソールから任意の JavaScript コー
ドを実行できる。コンソールはソース表
示の下部にあり、Console タブを選んで
利用する。

たとえば、コンソールで計算結果位置
に“TEST” の 文 字 列 を 出 力 す る
JavaScript を記述して実行すると、画
面上に“TEST”が表示される。【図 18】

とくに特殊データや実行条件を必要
とする場合、そうしたテスト環境を作ら
なくても簡単に指定できるので、調査時
に便利である。

またデベロッパー・ツールでは、表示
されたソースを直接編集することも可能
である。この機能を使うと、デバッグを
しながら JavaScript を修正でき、作業
効率が非常によい。【図 19】

3-4. HTML のデバッグ手法　
デベロッパー・ツールを利用すると、

JavaScript だ け で は な く、HTML、
CSS についても値を変更しながら表示
確認できる。

使い方は、開発者ツールの「Elements」
タブを選び、一番左上のアイコンを選択
後、ブラウザに表示されている画面で確
認したい項目をクリックするだけであ
る。【図 20】【図 21】

項目を選択するとソース上の該当箇
所が反転し、CSS で定義されている設
定、画面上のサイズ、イベント処理など
さまざまな情報を確認できる。

さらに表示された設定は、デベロッ
パー・ツールで変更すると、ブラウザ上
の画面にも直接反映される。画面が思い
どおりに調整できない場合は、画面を見
ながらソースを変更できる。【図 22】

もちろんこの設定は一時的な変更な
ので、最終的には HTML や CSS の設
定を再定義する必要はあるが、レイアウ
ト調整はかなり効率化できる。

最近のブラウザでは、Chrome が機能や
動作速度で優れており、使用している
ユーザーが最も多い。

そこで数種あるブラウザのなかから、
本稿では Chrome ブラウザに標準搭載
されている「デベロッパー・ツール」を
題材に説明する。デベロッパー・ツール
は Chrome ブラウザを導入していれば、
無償で利用できる。

デベロッパー・ツールの実行方法は簡
単である。Chrome ブラウザを選択した
状態で F12 キーを押下、または「ブラ
ウザのメニュー」→「その他のツール」
→「デベロッパー・ツール」から起動で
きる。【図 11】

デベロッパー・ツールは、デフォルト
ではブラウザにドッキングした状態で表
示される。ドッキングされた状態では使
いづらい場合、デベロッパー・ツールの
メニューから［Dock side］を選ぶこと
で、別ウインドウの表示に変更できる。

【図 12】

3-3. JavaScript のデバッグ手法
ブラウザのデベロッパー・ツールで

は、開発ツールのように JavaScript の
ソースへブレークポイントを設定し、ス
テップ実行や変数の内容をチェックしな
がら JavaScript を実行できる。これに
よって IBM i プログラムと同様に、
JavaScript などのデバッグ作業が可能
となる。

ここからは、実際に JavaScript のデ
バッグ方法について説明していく。

まず SmartPad4i アプリケーションを
実行後、デベロッパー・ツールを起動す
る。【図 13】

メニューの「Sources」タブを選択後、
ツリーに表示されるファイルを選ぶと、
実行中の JavaScript ソースが表示され
る。【図 14】

表示されたソースの行番号をクリッ
クすることで、ソースにブレークポイン
トを設定できる。ブレークポイントを設
定 し て お く と、 画 面 を 操 作 し て
JavaScript が該当行に進んだ時点で停
止する。

またブレークポイントを設定する別
の方法として、JavaScript のソースに、

「debugger;」と記述する方法もある。
debugger; が呼び出されると、ブレー

クポイントと同様に JavaScript を一時
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図7

図6
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こうした機能を調査・検証するなか
で、IBM i やブラウザの機能が日々進
化していることをあらためて実感した。

プログラム開発やアプリケーション
障害時の調査では、いかにデバッグテク
ニックを駆使できるかが、作業効率の観
点では重要になる。開発者の方々には、
こうした機能を作業効率アップにぜひ活
用していただきたい。

 M
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ソース1

図8
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No.1　2008 年秋
お客様受賞論文
●最優秀賞

直感的に理解できるシステムを目指して―情報の“見える化”
の取り組み
石井 裕昭様／豊鋼材工業株式会社　

●ゴールド賞

運用部間にサプライズをもたらした Delphi/400
春木 治様／株式会社ロゴスコーポレーション

●シルバー賞

JACi400 使用による Web アプリケーション開発工数削減
中富 俊典様／日本梱包運輸倉庫株式会社

Delphi/400 を利用した Web 受注システム
飯田 豊様／東洋佐々木ガラス株式会社

●優秀賞

Delphi/400 による販売管理システム（FAINS）について
藤田 建作様／株式会社船井総合研究所

技研化成の新基幹システム再構築
藤田 健治様／技研化成株式会社

SE 論文

はじめての Delphi/400 プログラミング
畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 と Excel との連携
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

連携で広がる Delphi/400 活用術
尾崎 浩司／システム事業部 システム 2 課

フォーム継承による効率向上開発手法
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

API を利用した出力待ち行列情報の取得方法
鶴巣 博行／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi テクニカルエッセンス Q&A 集
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

JACi400 を使って RPG で Web 画面を制御する方法
松尾 悦郎／システム事業部 システム 2 課

あなたはプラインドタッチができますか？
福井 和彦／システム事業部 システム 1 課

Migaro. Technical Report
既刊号バックナンバー
電子版・書籍（紙）媒体で提供中 !
http://www.migaro.co.jp/contents/support/technical_report/

No.2　2009 年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

JACi400 で 既存 Web サービスの内製化を実現
佐々木 仁志様／株式会社ジャストオートリーシング

●ゴールド賞

.NET 環境での Delphi/400 の活用
福田 祐之様／林兼コンピューター株式会社

●シルバー賞

5250 で動作する「中古車 在庫照会プログラム」の GUI 化 
佐久間 雄様／株式会社ケーユー

●優秀賞

Delphi による 輸入システム「MISYS」の再構築
秦 榮禧様／株式会社モトックス

Delphi/400 による 物流システムの再構築
仲井 学様／西川リビング株式会社

Delphi/400 で開発し 3 台のオフコンを 1 台の IBM i へ統合
島根 英行様／シルフ

SE 論文

JACi400 環境でマッシュアップ！ 
岩田 真和／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 を利用したはじめての Web 開発 
福岡 浩行／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 を使用した Web サービスアプリケーション 
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 によるネイティブ資産の応用活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

RPG でパフォーマンスを制御 
松尾 悦郎／システム事業部 システム 1 課

MKS Integrity を利用したシステム開発 
宮坂 優大・田村 洋一郎／システム事業部 システム 1 課
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No.3　2010年秋
お客様受賞論文　
●最優秀賞

建物のクレーム情報管理システム「アフターサービス DB」
について
大橋 良之様／東レ建設株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 で「写真管理ソフト」と「スプールファイル
の PDF 化ソフト」を自社開発
寒河江 幸喜様／日綜産業株式会社

●シルバー賞

Delphi/400 で鉄鋼受発注業務を統一し 鉄鋼 EDI も実現
柿本 直樹様／合鐵産業株式会社

●優秀賞

Delphi/400 で EIS（Executive Information 
System）の高速化
小島 栄一様／西川計測株式会社

イントラでの PHP-Delphi-RPG 連携
仲井 学様／西川リビング株式会社

Delphi/400 を使った取引先管理システム
大崎 貴昭様／森定興商株式会社

SE 論文

Delphi/400 ローカルキャッシュ活用術
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Delphi/400 帳票開発ノウハウ公開
尾崎 浩司／システム事業部 システム 3 課

Delphi/400 でドラッグ＆ドロップを制御
辻林 涼子／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 のモジュールバージョン管理手法
前田 和寛／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400　Web からの PDF 出力
福井 和彦・清水 孝将／システム事業部システム 3 課・システム 2 課

Delphi/400 で Flash 動画の実装
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

No.4　2011年秋［創立20周年記念号］
お客様受賞論文　
●最優秀賞

全社の経費処理業務を効率化した「e 総務システム」 
鈴木 英明様／阪和興業株式会社

●ゴールド賞

「Web 進捗管理システム」でリアルタイム性を実現 
堀内 一弘様／エスケーロジ株式会社

●シルバー賞

「営業奨励金申請書」をたった 2 日間で開発 
簑島 宏明様／株式会社ケーユーホールディングス

液体輸送における「配車支援システム」の構築
桂 哲様／ライオン流通サービス株式会社

SE 論文

グラフ活用リファレンス 
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課

Web サービスを利用して機能 UP ！ 
福井 和彦・畑中 侑／システム事業部 システム 2 課

OpenOffice 実践活用 
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

VCL for the Web 活用 TIPS 紹介
尾崎 浩司／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 で JavaScript 活用 
清水 孝将／システム事業部 システム 1 課

jQuery 連携で機能拡張 
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.5　2012年秋［創刊5周年記念］
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

JC/400 による取引先との Web-EDI システム構築
久保田 佳裕様／極東産機株式会社　

●ゴールド賞

Delphi と Excel を使用した帳票コストの削減
大久保 治高様／合鐵産業株式会社

もっと見やすく、もっと使いやすい画面を
新谷 直正様／株式会社アダル

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 で確認業務の効率化
為国 順子様／ベネトンジャパン株式会社

取引先申請システムでの稟議書作成ワークフロー
大崎 貴昭様／森定興商株式会社

Delphi/400 で IBM i のストアードプロシージャを利用
し、SQL 処理を高速化
島根 英行様／シルフ

SE 論文

InstallAware を使った Delphi/400 運用環境の構築
中嶋 祥子／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

カスタマイズコンポーネント入門 Delphi/400 開発効率
向上
前田 和寛／システム事業部 システム 2 課

Delphi/400 スマートデバイスアプリケーション開発
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

DataSnap を使用した 3 層アプリケーション構築技法
尾崎 浩司／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 でポップアップウィンドウの制御＆活用ノウハウ
清水 孝将・伊地知 聖貴／システム事業部 システム 1 課

【創刊5周年記念】

ミガロ.SE 座談会―お客様と共に歩む、お客様への熱い思い

No.6　2013年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

自社用開発フレームワークの構築
駒田 純也様／ユサコ株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 で CTI 開発および関連機能組み込み 
仲井 正人様／株式会社スマイル・ジャパン

●シルバー賞

IBM WebFacing から JC/400 への移行・リニューアル手法 
八木 秀樹様／極東産機株式会社

Delphi/400 と Delphi を利用した IBM i 資源の有効活用
小山 祐二様／澁谷工業株式会社

発注システムを VB から Delphi へ移植しリニューアル
川島 寛様／株式会社タツミヤ

【部門2】

●優秀賞

5250 画面を使用せずに AS/400 スプールファイルをコ
ントロールする
白井 昌哉様／太陽セメント工業株式会社

Delphi/400 を利用した 承認フロー導入による IT 内部統制構築 
塚本 圭一様／ライオン流通サービス株式会社

SE 論文

FastReport を使用した帳票作成入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業推進課

Delphi/400 で開発する 64bit アプリケーション
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

Web コンポーネントのカスタマイズ入門
佐田 雄一／システム事業部 システム 1 課

Indy を利用したメール送信機能開発
辻野 健・前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

Windows テキストファイル操作ノウハウ
小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

JC/400 Web アプリケーションのユーザー管理・メ
ニュー管理活用術
吉原 泰介・國元 裕二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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No.7　2014年秋
お客様受賞論文
【部門1】

●最優秀賞

Delphi/400 による生産スケジューラの再構築
柿村 実様／東洋佐々木ガラス株式会社

●ゴールド賞

Delphi/400 および Delphi を利用したオンライン個人別
メニューの構築
小山 祐二様／澁谷工業株式会社　

●シルバー賞

IBM i と Delphi/400 のコラボレーション　
新谷 直正様／株式会社アダル

●シルバー賞

荷札発行システムリプレースについて
仲井 学様／西川リビング株式会社

【部門2】

●優秀賞

Delphi/400 バージョンアップのためのクライアント環境
構築 
普入 弘様／株式会社エイエステクノロジー 

●優秀賞

外出先からメールでリアルタイム在庫を問い合せ 
島根 英行様／シルフ 

SE 論文

iOS/Android ネイティブアプリケーション入門
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課

ファイル加工プログラミングテクニック
小杉 智昭／システム事業部 プロジェクト推進室

FastReport を使用した帳票作成テクニック
前坂 誠二／システム事業部

大量データ処理テクニック
佐田 雄一／システム事業部

スマートデバイス WEB アプリケーション入門
尾崎 浩司／ RAD 事業部 技術支援課

國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課

No.8　2015年秋
お客様受賞論文
【部門1】
●最優秀賞

iPod Touch の業務利用開発と検証
石井 裕昭様／豊鋼材工業株式会社

●ゴールド賞

ブランク加工図管理システムの構築
小山 祐二様／澁谷工業株式会社　

●シルバー賞

Delphi/400 でスプールファイル管理（WRKSPLF コマ
ンドの活用）
三好 誠様／ユサコ株式会社

●シルバー賞

予算管理システムの構築 
川島 寛様／株式会社タツミヤ

●シルバー賞

送状データ送信システムの Web 化について
仲井 学様／西川リビング株式会社

【部門2】
●優秀賞

繰り返し DB 参照時の ClientDataSet の First 機能に
ついて
牛嶋 信之様／株式会社佐賀鉄工所

●優秀賞

IBM i のカレンダーを基準に他のシステムを稼働 
福島 利昭様／株式会社ランドコンピュータ

SE 論文

フレームを利用した開発手法
前坂 誠二／システム事業部 システム 2 課

Windows タブレット用にカスタムソフトウェアキーボー
ドを実装
福井 和彦／システム事業部 プロジェクト推進室

マルチスレッドを使用したレスポンスタイム向上
尾崎 浩司／ RAD 事業部 営業・営業推進課

Android アプリケーションの NFC 機能活用
吉原 泰介／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート

スマートデバイス開発で役立つ画面拡張テクニック
國元 祐二／ RAD 事業部 技術支援課 顧客サポート
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